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ミ
ネ

ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺
に

つ
い
て

黒

田

彰

一

ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺
に
つ
い
て

二

日
本
、
米
国
、
中
国
に
お
け
る
そ
の
理
解

三

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏
石
室
に
つ
い
て

孝
子
伝
図
は
、
例
え
ば
我
が
国
に
の
み
伝
存
す
る
、
完
本
古

孝
子
伝
二
種

(陽
明
本
、
船
橋
本
)
を
読
み
解
く
上
で
、
不
可

欠
の
資
料
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
孝
子
伝
図
を
代
表
す
る

一
と

し
て
、
現
在
米
国
の
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
、

か

つ
て
奥
村
伊
九
良
氏
が
鍍
金
孝
子
伝
石
棺
と
呼
ば
れ
た
、
北

魏
石
棺
が
あ
る
。
該
石
棺
に
は
丁
蘭
、
韓
伯
瑜
、
郭
巨
、
閔
子

騫
、
眉
間
赤

(
二
面
)、
伯
奇

(二
面
)
、
董
儖
、
老
莢
子
、
舜
、

原
谷
の
十
名
、
計
十
二
面
に
及
ぶ
孝
子
伝
図
が
描
か
れ
、
テ
キ

ス
ト
と
し
て
の
両
孝
子
伝
の
研
究
に
と

っ
て
比
類
の
な
い
位
置

を
占
め
る
。
と
こ
ろ
が
、
当
石
棺
の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
見
易
い
図
版
が
公
刊
さ
れ
て
お
ら
ず
、
研
究
の
大
き

な
妨
げ
と
な

っ
て
き
た
。
し
か
し
、
幸

い
な
こ
と
に
こ
の
度
、

ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
よ
り
そ
の
撮
影
、
公
刊
の
許
可
を
得
る

こ
と
が
出
来
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
機
会

に
そ
の
孝
子
伝
図
十
二

面
を
カ
ラ
ー
図
版
と
し
て
紹
介
す
る
と
共
に
、
併
せ
て
、
当
石

棺
及
び
、
当
石
棺
と

「最
も
近

い
」
(奥
村
氏
)
と
さ
れ
る
、

ボ

ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏
石
室
に
纏
わ
る
、
日
米
中
三
国
間
の

深
刻
な
理
解
の
齟
齬
に
つ
い
て
報
告
し
、
当
石
棺
、
石
室
に
関

す
る
今
日
的
理
解
の
提
示
を
試
み
る
。

り
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図三 郭巨

図四 閔子騫
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図五 眉 間赤(一)

図 六 眉 間赤(:)
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図七 伯奇(二)(左 幇)

図八 伯奇(一)
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図九 董儖

図十 老莢子
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図十一 舜

図十二 原谷
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今
昔
物
語
集
九

・
20

「
震
旦
周
代
臣
伊
尹
子
伯
奇
、
死
成
レ
鳥

報

二継
母
怨

一語
」
の
冒
頭
に
、
次
の
よ
う
な
話
が
出
て
く
る
。

か
ぎ
り
な

伯
奇
童
子
ノ
時
、
継
母
此
レ
ヲ
憎
ミ
憾
ム
事
無
限
シ
。
或
ル
時

も
た
し

ニ
ハ
、
蛇
ヲ
取
テ
、
瓶

二
入
レ
テ
伯
奇

二
令
持
メ
テ
、
継
母
ガ

子
ノ
小
児
ノ
所

へ
遣
ル
。
小
児
此
レ
ヲ
見
テ
恐
ヂ
怖
レ
テ
、
泣

キ
迷
テ
音
ヲ
高
ク
シ
テ
叫
ブ
。
其
ノ
時

二
、
継
母
父
ノ
大
臣

二

告
テ
云
ク
、
伯
奇
常

二
我
ガ
子
ノ
小
児
ヲ
殺
サ
ム
ト
ス
。
君
此

し

　リ

ノ
事
ヲ
不
知
ズ
ヤ
。
若
シ
此
レ
ヲ
疑

ハ
ぐ
、
速

二
行
テ
其
ノ
実

み
る

べ

み

否

ヲ
可

見

シ
ト

云

テ
、

瓶

ノ
中

ノ
蛇

ヲ
令

見

シ

ム
。

父

此

レ

ヲ

見

テ
云

ク

、

我

ガ

子

伯

奇

、

幼

シ
ト

云

ヘ
ド

モ
、

人

ノ
為

二
悪

み

キ
事
ヲ
未
ダ
不
見
ズ
。
豈

二
此
レ
僻
事
ナ
ラ
ム
ト

こ
の
話
は
、
我
が
国
に
の
み
伝
存
す
る
完
本
の
孝
子
伝
、
陽
明
本
船

　

橋

本

孝

子

伝

35

伯

奇

に
基

づ

く

(
注

好

選

上

・
66

に
も

)
。

両

孝

子

伝

の
本

文

を

示

せ

ば

、

次

の
通

り

で
あ

る

。

・
後

母

…

…

仍

憎

二
嫉

伯

奇

↓

乃

取

二
毒

蛇

↓

納

二
瓶

中

の

呼

二
伯

奇

《

将

レ
殺

二
小

児

一
戯

。

小

児

畏

レ
蛇

、

便

大

驚

叫

。

母

語

二
吉

甫

一
日

、

伯

奇

常

欲

レ
殺

二
我

小

児

幻

君

若

不

レ
信

、

試

往

二
其

所

一看

レ
之

。

果

見

レ
之

、

伯

奇

在

二
瓶

蛇

一焉

(
陽

明
本

)

・
後

母

…

…

始

而

憎

二
伯

奇

⑩

或

取

レ
蛇

入

レ
瓶

、

令

レ
費

二
伯

奇

《

遣

二
小

児

所

の

小

児

見

レ
之

、

畏

怖

泣

叫

。

後

母

語

レ
父

日
、

伯

奇
常
欲
レ
殺
二
吾
子
⑩
若
君
不
レ知
乎
、

往
見
二畏
物
の
父
見
二瓶

中
ハ
果
而
有
レ蛇
。
父
日
、
吾
子
為
レ
人
、

一
無
レ悪
。
豈
有
レ
之

哉

(船
橋
本
)

右
は
、
伯
奇
譚
に
お
け
る
蛇
の
話
で
あ
る
が
、
説
苑
、
琴
操
上
以
下

に
喧
伝
す
る
伯
奇
譚
に
お
い
て
、
そ
の
蛇

の
話
は
極
め
て
稀
覯

に
属

し
、
文
献
上
、
例
え
ば
唐
、
于
立
政
の
撰

と
伝
え
る
類
林
所
引
の
孝

　

子
伝
以
外
、
全
く
管
見
に
入
ら
な
い
。
と

こ
ろ
が
、
右

の
蛇

の
話
は
、

孝
子
伝
図
と
し
て
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺

(「孝
子
伯

奇
母
赫
児
」
と
榜
題
す
る
)
ま
た
、
洛
陽
古
代
芸
術
館
蔵
洛
陽
北
魏

　

石
棺
床
に
見
え
、
そ
の
説
話
の
成
立
が
北
魏
時
代
、
六
世
紀
前
半
以

前
に
溯
る
こ
と
等
に
つ
い
て
、
最
近
述

べ
た
こ
と
が
あ
る

(拙
稿

　

「伯
奇
贅
語
-
孝
子
伝
図
と
孝
子
伝
1
」。
)

さ
て
、
在
米

の
孝
子
伝
図
資
料
と
し
て
は
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館

蔵
北
魏
石
棺
の
他
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵

北
魏
石
室
、
ネ
ル
ソ
ン
・

ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺
、
同
北
斉
石
床
な
ど
を
上
げ
る
こ

と
が
出
来
る
が
、
例
え
ば
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏
石
室
に
関
し
て

　

は
、
中
国
美
術
全
集
絵
画
編
19
石
刻
線
画
等
、
ま
た
、
ネ
ル
ソ
ン
・

ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺

に
つ
い
て
は
、
奥
村
伊
九
良
氏

の

　

先
駆
的
労
作

「孝
子
伝
石
棺

の
刻
画
」
以
下
、
同
北
斉
石
床
に
関
し

　

て
は
、
長
廣
敏
雄
氏

『六
朝
時
代
美
術

の
研
究
』
に
就
く
こ
と
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
鮮
明
な
図
版
を
得
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
の
に
比
し

て
、
前
述
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺
に
つ
い
て
は
、
奥
村

貂続棺石伝子孝金鍍認



伊
九
良
氏

「鍍
金
孝
子
伝
石
棺
の
刻
画
に
就
て
」
以
下
に
、
拓
本
等

を
用

い
た

一
応

の
紹
介
が
あ
る
も
の
の
、
遺
憾
乍
ら
肝
心
の
そ
の
孝

子
伝
図
に
関
し
て
は
、
目
下
鮮
明
な
図
版
を
見
出
し
得
な
い
。
幸

い

な

こ
と
に
私
は
昨
年
十
二
月
と
今
年
八
月
、
米
国
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美

術
館
を
訪
れ
、
そ
の
北
魏
石
棺
の
孝
子
伝
図
を
撮
影
す
る
こ
と
が
出

来
た
。
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺

(図
十
三
-
十
六
)

の

右
鷙
、
左
帑
に
描
か
れ
た
孝
子
伝
図
は
、
細
部
を
実
見
す
る
に
見
事

な
も

の
で
、
そ
の
雄
勁
且

つ
、
典
雅
な
落
着
き
を
湛
え
た
画
風
と
い

う
も

の
は
、
例
え
ば
ネ
ル
ソ
ン

・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺

な
ど
と
共
に
、
北
魏
時
代
の
孝
子
伝
図
を
代
表
す
る
、
優
品
の

一
と

す

べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
が
間
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
ミ

ネ

ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺
の
孝
子
伝
図
が
十
分
に
紹
介
さ
れ

て
こ
な
か

っ
た
こ
と
は
、
極
め
て
残
念
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ

で
、

こ
の
機
会
を
借
り
て
、
そ
の
十
二
幅
の
孝
子
伝
図
を
紹
介
す
る

こ
と
と
し
た

(図

一
-
十
二
。
図

一
-
六
は
右
帑
、
図
七
-
十
二
は

左
鷙

を
、
そ
れ
ぞ
れ
左
か
ら
見
た
も
の
で
あ
る
)。
ま
た
、
ミ
ネ
ア

ポ

リ
ス
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺

(さ
ら
に
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏

石
室
)
に
つ
い
て
は
、
日
米
中
三
国
の
研
究
者
間
の
理
解
に
重
大
な

齟
齬

が
あ
り
、
こ
の
機
会
に
、
併
せ
て
そ
の
齟
齬
を
糾
し
て
お
き
た

く
思

う
。

ま
ず
日
本
、
米
国
、
中
国
に
お
け
る
、
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵

北
魏
石
棺
に
関
す
る
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
を
点
綴
し
て
お
き
た
い
。

我
が
国
に
お
い
て
、
戦
前
の
昭
和
十
二
年

の
段
階
で
逸
速
く
そ
の
北

魏
石
棺
に
つ
い
て
紹
介
、
報
告
さ
れ
た
奥
村
伊
九
良
氏
は
、
次
の
よ

　

う
に
述

べ
ら
れ
た
。

前
に
ネ
ル
ソ
ン
美
術
館
所
蔵
の
孝
子
伝
石
棺
を
紹
介
し
て
そ
の

　

刻
画
を
論
じ
た
が
、
其
節
之
に
似
た
石
棺
が
他
に
も
う

一
箇
あ

る
ら
し
い
と
い
ふ
噂
を
耳
に
し
た
の
で
注
意
し
て
ゐ
た
所
、
上

海

の
古
田
福
三
郎
氏
に
そ
の
拓
本

の
あ
る
こ
と
を
知

つ
た
。
此

棺
は
数
年
前
日
本

へ
も
売
込
み
の
話

が
あ
つ
た
由

で
、
東
京
方

面

に
は
或
は
知
つ
て
ゐ
る
人
が
少
く
な
い
で
あ
ら
う
。
今
は
ア

メ
リ
カ
の
ど
こ
か
の

(
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
?
)
美
術
館
に
買

は
れ
て
ゐ
る
筈
で
あ
る
が
、
同
国

へ
問
合
せ
て
も
所
在
が
判
明

し
な
い
。
当
石
棺
は
出
土
地
が
河
南
省

で
あ
つ
た
と
云
は
れ
て

ゐ
る
こ
と
丶
、
前
述
ネ
ル
ソ
ン
美
術

館
孝
子
伝
石
棺
と
前
後
し

て
支
那
の
骨
董
市
場
に
出
た
こ
と
丶
の
外

に
、
同
石
棺
と
の
関

係
は
全
く
報
告
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
が
、
恰
好
も
大
さ
も
刻
法
も

殆
ど
同

一
で
、
や
は
り
孝
子
伝
の
場
面
其
他
が

一
面
に
刻
ん
で

あ
る
。
そ
し
て
そ
の
刻
画
面
に
は
金
箔
の
痕
跡
が
の
こ
つ
て
ゐ

た
と
い
ふ
。
精
し
い
こ
と
は
報
告
を
得
な
い
が
、
或
は
平
脱

ひ
よ
う
も
ん

〔平
文
の
こ
と
。
漆
地
の
紋
〕

の
様

に
画
像
の
箇
所
だ
け
を
金

色
に
し
て
あ

つ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。
こ
の
二
つ
の
孝
子
伝
石

棺
を
所
蔵
者
に
よ

つ
て
某
美
術
館
孝
子
伝
石
棺
と
い
う
風
に
呼

び
分
け
れ
ば
よ
い
が
、
今
そ
れ
が
出
来
な
い
か
ら
、
彼
を
ネ
ル

47H
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ソ
ン
美
術
館
孝
子
伝
石
棺
と
よ
び
、

こ
れ
を
鍍
金
孝
子
伝
石
棺

と
仮
に
呼
ば
う
。
大
さ
は
ネ
ル
ソ
ン
美
術
館
の
も
の
と
殆
ど
同

一
で
、
幾
ら
か
大
き
い
か
と
思
は
れ
る
が
明
か
で
な
い

(
*
高

さ
二
尺
五
寸
、
幅
二
尺

一
寸
と
も
伝

へ
て
ゐ
る
。
長
さ
は
人
を

容
れ
る
だ
け
あ
る
)。
四
面
の
刻
画
は
…
…
石
面
を
水
磨
き
し

た
上
、
筋
彫
り
を
な
し
、
図
像
を
の
こ
し
て
空
白
を
薄
く
け
づ

り
去
り
浅
浮
彫
の
如
く
仕
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
蓋
に
つ
い
て

は
報
告
を
得
て
ゐ
な
い
。
普
通
の
棺
の
様
に

一
方
が
高
く
な
つ

た
形
で
あ
る
か
ら
画
面
は
互
に
皆
ち
が
つ
た
形
で
あ
る
が
、
最

も
大
形
で
、
図
柄
も
復
雑
で
且
つ
骨
折
つ
て
あ
る
の
は
、
左
右

両
側
面
で
こ
れ
に
孝
子
伝
が
刻
し
て
あ
る
。
頭
部
側
面
に
は
門

が
、
足
部
側
面
に
は
鬼
神
が
刻
し
て
あ
る
…
…
拓
本
に
よ
つ
て

判
断
す
る
と
偽
物
で
は
な
く
、
時
代
も
推
定
す
る
に
難
く
な
い
。

ネ
ル
ソ
ン
美
術
館
石
棺
刻
画
の
様
に
類
例
の
極
め
て
少
い
様
式

と
ち
が

つ
て
、
当
石
棺
刻
画
は
云
は
ゾ
あ
り
ふ
れ
た
様
式
に
属

す
る
か
ら
で
あ
る

そ
し
て
、
氏
は
当
石
棺
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
、

大
体
六
世
紀
中
頃
或
は
東
魏
と
い
ふ
こ
と
に
な
る

と

さ
れ
た
。
氏
が
、
「
此
棺
は
…
…
今

は
ア
メ
リ
カ
の
ど
こ
か
の

(
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
?
)
美
術
館
に
買
は
れ
て
ゐ
る
筈
で
あ
る
が
、

同
国

へ
問
合
せ
て
も
所
在
が
判
明
し
な
い
」
と
疑
問
視
さ
れ
た
、
当

石
棺
の
収
蔵
先
は
、
結
局
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
と
な

っ
た
訳
で
あ

る
。
さ
ら
に
氏
が
、

鍍
金
孝
子
伝
石
棺
に
刻
さ
れ
た
孝
子
伝
は
、
丁
蘭
、
韓
伯
瑜
、

郭
巨
、
閔
子
蹇
、
眉
間
赤
、
伯
奇
、
董
口
、
老
来
子
、
舜
、
孝

孫
の
十
人
の
伝
説
で
あ
る

と
説
か
れ
た
当
石
棺

の
内
容
は
、
大
旨
正
し
い
が
、
中
で
、
「閔
子

蹇
」

に
関
し
、
「石
棺

の
絵
は
何
れ
の
物

語
か
明
か
で
な
い
」
と
さ

れ
た
の
は
、
閔
子
騫

(榜
題
)
の
単
衣
の
物
語
の
方
と
す
べ
く

(両

孝
子
伝
33
閔
子
騫
参
照
)、
図
四
の
左
は
継
母
を
描
い
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
眉
間
赤
の
榜
題

に
つ
い
て
、
「眉
間
赤
為
父
報
酬
ら

し
い
七
字
が
書
い
て
あ
る
」
と
さ
れ
る
の
は
、
「眉
間
赤
与
父
報
酬
」

が
正
し
い

(図
六
参
照
)
。
老
莢
子
の
榜
題

に
関
し
、
「老
来
子
年
受

百
歳
哭
口
」
と
さ
れ
た
末
字
は
、
「悶
」
で
あ
ろ
う
か

(図
十
参
照
)。

ま
た
、
伯
奇
に
つ
い
て
、

以
上
は
琴
操
に
出
て
ゐ
る
物
語
の
大
略
で
あ
る
が
、
此
物
語
は

当
石
棺
の
絵
と
合
は
な
い
。
絵
に
は
孝
子
伯
奇
母
赫
児
と
あ
つ

て
、
母
の
横
の
壷
か
ら
蛇
ら
し
い
も
の
が
出
て
ゐ
る
様
が
描
い

て
あ
る
が
、
幼
年

の
伯
奇
を
蛇
で
お
ど
し
た
と
で
も
云
ふ
別
の

伝
説
が
、
六
朝
に
は
あ
つ
た
の
か
と
思
は
れ
る

と
言
わ
れ
た

(図
七
)
こ
と
に
関
し
て
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
通
り
で

あ
る
。
但
し
、
そ
の
右
の
、
「蛇

で
お
ど
」
さ
れ
て
い
る
子
供
は
、

「幼
年
の
伯
奇
」
で
な
く
、
義
弟
の

「小
児
」
(両
孝
子
伝
)
で
あ
る
。

孝
孫
に
つ
い
て
、

67　



孝
孫
棄
父
深
山
と
い
ふ
の
は
原
穀
の
話
で
あ
ら
う
か
。
よ
く
わ

か
ら
な
い

と
言
わ
れ
る
の
は
、
原
穀

(ま
た
、
原
谷
)
で
正
し
い

(両
孝
子
伝

6
原
谷
参
照
)。
ま
た
、
「董
口
」

に
関
し
、
「孝
子
董

の
こ
と
は
不

明

で
あ
る
。
董
永
の
こ
と
で
は
な
さ
相
に
思
は
れ
る
」
と
さ
れ
た
の

へ

　　
　

は
、
董
儖
で

(榜
題

「孝
子
董
儖
与
父
犢
居
」。
図
九
参
照
)
、
そ
れ

　

は
ど
う
や
ら
董
黯
の
こ
と
ら
し
い

(両
孝
子
伝
37
董
黯
参
照
)。

奥
村
氏
に
次
い
で
、
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺
の
こ
と

を
論
じ
ら
れ
た
の
は
、
長
廣
敏
雄
氏
で
あ
る
。
長
廣
氏
は
、
昭
和
四

十
四
年
に
刊
行
さ
れ
た

『六
朝
時
代
美
術
の
研
究
』
に
お
い
て
、

北
魏
孝
子
伝
石
棺
画
象
石
の
…
…

一
つ
は
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術

館

へ
帰
し
た
こ
と
は
、
戦
後
に
な

っ
て
知
る
こ
と
を
え
た

と
述

べ

(序
文
)、
同
書
八
章

で
そ
れ
を
M
本
と
略
称
し
、
そ
の
詳

細
な
考
察
を
展
開
さ
れ
る
に
至

っ
て
い
る
。
氏
の
論
は
、
我
が
国
に

お
け
る
当
石
棺
に
つ
い
て
の
研
究
の
、
最
高
水
準
を
示
す
も
の
と
思

わ
れ
、
聊
か
長
く
な
る
が
、
氏
の
考
察
全
文
を
引
用
し
て
お
き
た
い
。

長
廣

氏
は
、
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺
に
関
し
、
次
の
よ

　

う
に
述
べ
ら
れ
た
。

一

M
本
画
象
石

(ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
)

年
代

の
確
証
は
な
い
が
、
北
魏
洛
陽
時
代
の
貴
族
墳
墓
の
画
象

石
棺
で
あ
る
。
棺
蓋
は
所
在
不
明
。

一
般
に
石
棺
は
被
葬
者

の

頭
部
に
相
当
す
る
部
分
の
高
さ
を
高
く
し
、
足
部
相
当
の
部
分

は
低
く
な

っ
て
い
る
。
こ
の
石
棺
の
前
、
後
、
左
、
右
の
四
側

一
面
に
は
線
刻
画
が
あ
る
。
被
葬
者
頭
部
を
正
面
、
足
部
を
背
面

と
仮
り
に
名
づ
け
、
仰
臥
体
位
の
左
と
右
を
そ
れ
ぞ
れ
左
側
面
、

右
側
面
と
名
づ
け
る
。

一
般
に
漢
代
以
来
の
伝
統
と
し
て
、
石

棺
四
側
面
の
画
象
に
は
四
神
を
配
す

る
こ
と
が
多
い
。
両
側
面

が
各
々
青
竜
と
白
虎
、
正
面
に
朱
鳥
、
背
面
に
玄
武

(亀
蛇
)

と
な
る
。
北
魏
石
棺
に
も
し
ば
し
ば

こ
の
例
が
あ
る
。
M
本
を

み
る
と
こ
の
原
則
に
か
な
り
の
変
化
が
あ
る
。
右
側
面
の
竜
、

左
側
面
の
虎
は
原
則
通
り
だ
が
、
正
面
に
朱
鳥
は
な
く
、
背
面

に
玄
武
は
な
い
。
正
面
画
象
は
門
を
か
た
ど
る
。
尖
拱
形

(石

窟
の
門
口
や
龕
形
を
お
も
わ
せ
る
)
を
頂
き
、
両
門
柱
が
あ
り
、

両
扇
の
門
扉
が
あ
り
、
両
側
に
文
吏

の
守
門
者
が
立

つ
。
門
の

下

(前
方
)
に
蓮
花
の
み
え
る
濠
を
し
あ
し
橋
が
架
し
て
あ
る
。

門
の
上
方
、
中
央
に
宝
珠
、
左
右
に

一
双
の
鬼
神
を
え
が
く
。

こ
の
正
面
の
門
の
意
匠
は
、
の
ち
隋
唐

へ
つ
づ
く
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
背
面
に
は
蹲
る
鬼
神
の
正
面
形
を
あ
ら
わ
す
。
そ
の
上

方
と
下
方
の
山
と
樹
林

・
土
坡
の
意
匠
も
み
の
が
せ
な
い
。
両

側
面
の
画
象
は
複
雑
で
あ

っ
て
、
竜
虎
は
そ
の
う
ち
、
ほ
ん
の

一
部
分
の
モ
チ
ー
フ
に
な

っ
て
い
る
。
両
側
面
画
象
は
上
半
と

下
半
と
に
分
け
ら
れ
る
。
上
半
部
は

い
ず
れ
も
、
中
心
に
獣
面

と
環

(す
な
わ
ち
舗
首
)
を
置
い
て
図
を
左
右
に
二
分
す
る
。

更
に
、
そ
の
左
半

・
右
半
が
方
格
の
二
人
物
図
を
嗔
入
す
る
こ

貂続棺石伝子孝金鍍77r-,



と
に
よ
っ
て
二
分
さ
れ
る
。
か
く
し
て
上
半
部
は
四
つ
の
ス
ペ
ー

ス
と
な
る
が
、
各
々
の
ス
ペ
ー
ス
に
は
枠
取
り
は
な
い
。

右
側
面
画
象

(上
半
部
)
頭
部
位
よ
り
右

へ

ω

"丁
蘭
事
木
母
"
銘
と
そ
の
画
象
②
青
竜
㈹
鳳
凰
ω
男
女
二

天
人
が
各
々
鳥
に
駕
す

左
側
面
画
象

(上
半
部
)
頭
部
位
よ
り
左

へ

ω

"孝
孫
棄
父
深
山
"
銘
と
そ
の
画
象
②
白
虎
⑧
鳳
凰
㈲
男
女

二
天
人
が
各
々
鳥
に
駕
す

す
な
わ
ち
㈹
傾
が
両
側
面
に
共
通
し
、
ω
②
が
違

っ
て
い
る
。

そ
し
て
全
体
と
し
て
は
雲
や
パ
ル
メ
ッ
ト
や
遠
山

(最
上
部
)

文
様
を
散
布
し
て
、
天
空
ま
た
は
神
霊
界
を
え
が
く
。
そ
の
精

緻
で
計
画
的
な
意
匠
は
ま
こ
と
に
み
ご
と
で
あ
る
。
こ
う
い
う

上
半
部
に
対
し
て
、
両
側
面
下
半
部
は
総
計
十
の
孝
子
伝
画
象

を
配
し

て
統

一
し
て
い
る
。

そ
し
て
両
側
面
と
も
に
頭
部
位

(第

一
)

の
孝
子
伝
図
は
棺
側
上
下
を
通
じ
て
描

い
て
あ
る
。

す
な
わ
ち
右
側
は

"丁
蘭
"
、
左
側
は

"孝
孫
"
で
あ
る
。

右
側
の
画
象
テ
ー
マ

(左
よ
り
右

へ
)

ω
丁
蘭
②
韓
伯
瑜
㈹
郭
巨
ω
閔
子
騫
⑤
眉
間
赤

(眉
間
赤
の
み

は
傍
題
が
ニ
カ
所
あ
る
)
。
こ
れ
は
左
に
あ
げ
る
銘
文
に
も
と

マ
マ

つ
く
。
ω
丁
蘭
事
木
母
⑧
韓
伯
爾

(余
)
母
与
丈
知
弱
㈹
孝
子

郭
巨
賜
金

一
釜
ω
孝
子
閔
子
騫
⑤
眉
間
赤
/
眉
間
赤
与
父
報
酬

左
側
の
画
象
テ
ー

マ

(右
よ
り
左

へ
)

ω
孝
孫
原
穀
②
舜
㈲
老
莢
子
ω
董
晏
⑤
伯
奇

(伯
奇
の
み
は
傍

題
が
ニ
カ
所
あ
る
)。
こ
れ
は
左
に
あ
げ
る
銘
文
に
も
と
つ
く
。

ω
孝
孫
棄
父
深
山
②
母
欲
殺
舜
々
即
得
活
㈹
老
莢
子
年
受
百
歳

マ

マ
マ

哭
口
ω
孝
子
董
晏
父
口
口
⑤
孝
子
伯
奇
口
父
/
孝
子
伯
奇
母
赫

児こ
れ
ら
十
個
の
孝
子
図
の
描
写
上
の
特
色
は
、
左
の
ご
と
く
ま

と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
㈲

つ
ね
に
人
物
対
面
図
の
形
式
を
と

る
。
孝
子
の
父
母
は
矩
形
の
座
ま
た

は
牀
上
に
坐
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
す
る
孝
子
は
坐
位
ま
た
は
立
位
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。

ど
の
図
も
類
似
し
た
形
式
で
あ
る
。

そ
し
て
余
計
な
人
物
は

一

切
描
い
て
い
な
い
。
㈲
し
た
が

っ
て
刻
銘
に
た
よ
る
以
外
、
説

話
内
容
は
判
断
で
き
な
い
。
し
か
し
説
話
を
熟
知
す
る
も
の
に

は
、
孝
行
親
子
の
身
辺
に
あ
る
わ
ず
か
な
小
道
具
が
、
孝
子
た

る
特
徴
を
象
徴
的
に
巧
み
に
し
め
す

こ
と
が
分
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、

郭
巨

金
釜
及
び
幼
児
。

韓
伯
瑜

母
の
右
手
に
も

つ
杖
。

丁
蘭

仏
像
風
の
ム
ー
ド
ラ
を
し
め
す
母
の
木
像
。
ま
た
丁
蘭

が
綱
で
自
分
の
首
を
木
に
む
す

ぶ
。

老
莢
子

紐
で
ひ
く
鳩
の
小
車
。

伯
奇

母
が
お
ど
し
に
使
う
蛇
の
い
る
壷
。

こ
う
い
う
、
小
道
具
の
み
で
説
話
を
象
徴
す
る
描
写
法
は
、
の

　7
r

-
,



ち
に
述
べ
る
K
本

・
K
B
本

〔ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術

館
蔵
北
魏
石
棺

・
同
北
斉
石
床
〕
と
ま

っ
た
く
異
る
。
む
し
ろ

"竹
林
七
賢
と
栄
啓
期
"
画
の
ご
と
き
肖
像
画
描
写
の
伝
統
に

依
る
こ
と
が
多
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
回
孝
行
親
子
の
背
景
も

前
景
も
、

一
律
に
樹
石

・
山
水

・
土
坡
を
え
が
く
。
画
面
の
大

部
分
が
山
水

・
樹
石
に
被
わ
れ
て
い
る
。
孝
子
図
に
直
接
関
係

す
る
人
物
や
小
道
具
は
む
し
ろ
山
岳

・
樹
石

・
土
坡
の
な
か
に

没
し
て
い
る
か
の
感
さ
え
あ
る
。
し
か
も
、
人
物
の
す
わ
る
方

形
の
座
以
外
に
、
遠
近
法
的
に
構
図
を
統

一
す
る
意
図
は
少
い
。

山
岳

・
樹
石

・
土
坡
が
全
画
面
を
象
嵌
的
に
飾
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
そ
れ
ら
モ
チ
ー
フ
が
濃
い
密
度
で
文
様
的

・
装
飾
的
に

ば
ら
ま
か
れ
て
い
る
。
た
だ
左
棺
左
右
端
に
あ
た

っ
て
山
を
重

畳
さ
せ
る
形
式
は
、
文
様
風
で
は
あ
る
が
、
い
く
ら
か
遠
近
感

が
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
大
き
な
樹
木
に
よ

っ
て
、
各
孝
子
図

間
の
区
分
を
は
か

っ
て
い
る

二

長
廣
氏
の
論
は
大
旨
従
う
べ
き
優
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
特
に
当

石
棺
の
制
作
年
代
を
、
「年
代
の
確
証
は
な
い
が
、
北
魏
洛
陽
時
代

の
貴
族
墳
墓
の
画
象
石
棺
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意

し

て
お
き
た
い

(北
魏
の
洛
陽
遷
都
は
、
永
明
十

一

〈四
九
三
〉
年
)。

以
下
、
氏
が

「両
側
面
下
半
部
は
総
計
十
の
孝
子
伝
画
象
を
配
」
す

る
と
さ
れ
た
、
当
石
棺
の
内
容
に
つ
い
て
の
説
に
、
聊
か
コ
メ
ン
ト

を
加
え
て
お
く
。
ま
ず
氏
が

「右
側
の
画
象
テ
ー
マ
」
と
さ
れ
る
、

「②
韓
伯
爾
母
与
丈
知
弱
」
の
榜
題
は
、
「
韓
伯
余
母
与
丈
和
弱
」
が

マ
マ

正
し
い

(氏
は
前

の
部
分
で
は
、
「韓
伯
余
」
と
さ
れ
て
い
る
。
図

二
参
照
)。
ま
た
、
「⑤
眉
間
赤
/
眉
間
赤
与
父
報
酬
」

は
、
「眉
間

赤
妻
/
眉
間
赤
与
父
報
酬
」
と
す

べ
き
で
あ
る

(図
五
参
照
)
。
次

い
で

「
左
側
の
画
象
テ
ー
マ
」
の
、
「
㈹
老
莢
子
年
受
百
歳
哭
口
」

は
、
「
老
来
子
年
受
百
歳
哭
悶
」
で
あ
ろ
う

(図
十
参
照
)。
ま
た
、

「
ω
孝
子
董
晏
父
口
口
」
は
、
ボ

ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏
石
室
の
、

「
董
晏
母
供
王
奇
母
語
時
」
を
勘
案
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
が
、
「孝
子

董
儖
与
父
犢
居
」
が
正
し
い

(図
九
参
照
)
。
「⑤
孝
子
伯
奇
口
父
」

は
、
「孝
子
伯
奇
耶
父
」

で
あ
る

(耶
父
は
、
父
耶

〈
父
爺
〉
で
、

父
の
こ
と
。
図
八
参
照
)。
さ
て
、
氏
が

「
こ
れ
ら
十
個
の
孝
子
図

の
描
写
上
の
特
色
」
と
し
て
上
げ
ら
れ
た
、

㈲

つ
ね
に
人
物
対
面
図
の
形
式
を
と

る
。
孝
子
の
父
母
は
矩
形

の
座
ま
た
は
牀
上
に
坐
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
す
る
孝
子
は
坐

位
ま
た
は
立
位
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
ど
の
図
も
類
似
し
た
形
式

で
あ
る
。

㈲
し
た
が

っ
て
刻
銘
に
た
よ
る
以
外
、
説
話
内
容
は
判
断
で
き

な
い
。
し
か
し
説
話
を
熟
知
す
る
も

の
に
は
、
孝
行
親
子
の
身

辺
に
あ
る
わ
ず
か
な
小
道
具
が
、
孝
子
た
る
特
徴
を
象
徴
的
に

巧
み
に
し
め
す
こ
と
が
分
る
の
で
あ

る

貂続棺石伝子孝金鍍79
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と

い
う
二
つ
の
点
は
、
当
石
棺
の
孝
子
伝
図
の
内
容
を
検
討
す
る
ポ

イ

ン
ト
を
衝
く
も
の
と
し
て
、
重
要
で
あ
る
。
但
し
、
㈲
に
お
い
て
、

「
そ
し
て
余
計
な
人
物
は

一
切
描
い
て
い
な
い
」
と
さ
れ
る
こ
と
は
、

一
考
を
要
す
る
。
例
え
ば
上
述

「眉
間
赤
妻
」
(図
五
)
に
関
し
て

　　
　

　

言
え
ば
、
眉
間
尺
の
妻
が
登
場
す
る
眉
間
尺
譚
は
存
在
せ
ず
、
本
図
　

は

修

飾

的

に
描

き

加

え

ら

れ

た

も

の
と

考

え

ら

れ

る

か

ら

で
あ

る

。

郭

巨

図

(
図

三

)

に
お

け

る

、

牀

上

中

央

の
郭

巨

の
父

と

見

え

る

人

物

も

同

様

で
あ

る

。

ま

た

、

㈲

の
丁

蘭

の
例

と

し

て
上

げ

ら

れ

た

、

「
丁

蘭

が

綱

で
自

分

の
首

を

木

に

む

す

ぶ

」

と

い
う

こ

と

も

非

常

に

奇

妙

で
、

丁

蘭

図

(
図

一
)

を

よ

く

見

る

と

、

丁

蘭

の
首

の
紐

様

の

も

の
は

、

木

の
手

前

で
靡

い

て

い
る

よ

う

で
、

同

じ

も

の
が

郭

巨

図

(
図

三

)

の

父

と

思

し

き

人

物

の
首

に
も

見

え

て

い

る
。

我

が

国

の

輪

袈

裟

に
似

る
が

、

当

時

の
装

身

具

の

一
種

で
あ

ろ
う

。

昨

年

暮

れ

に

ミ
ネ

ア
ポ

リ

ス
美

術

館

を

訪

れ

、

最

も

驚

い
た

こ
と

の

一
つ
は

、

当

石
棺

が
、

貞

景

王

(
元
謐

)

の
石

棺

S
a
r
c
o
p
h
a
g
u
s

o
f
P
r
in
c
e
C
h
e
n
g
C
h
in
g

(Y
u
a
n

M

i)

と

し

て

展

示

さ

れ

、

同

時

に

貞

景

王

(
元

謐

)

の

l,,;礒
p
it
a
p
h

T
a
b
le
t

o
f
P
r
in
c
e

C
h
e
n
g

C
h
in
g

(
Y
u
a
n

M

i)

及

び

、

貞

景

王

(
元

謐

)

の
墓

誌

蓋

E
p
it
a
p
h

C
o
v
e
r
o
f
P
r
in
c
e
C
h
e
n
g

C
h
in
g

(
Y
u
a
n

M

i
)

が
共

に
展

示

さ

れ

て

い

た

こ
と

で
あ

っ
た

(図

十

七

、

十

八

参

照

)
。

調

べ
て

み

る

と
、

こ

の

こ
と

は
既

に

一
九

四
八

年

、

リ

チ

ャ

ー
ド

・

S

・
デ

ィ
ヴ

ィ

ス
氏

に

よ

る

「
北

魏

の

石

棺

(
A

S
t
o
n
e
S
a
r
-

　

co
p
h
a
g
u
s
o
f
W

e
i
D
y
n
a
s
t
y
)
J

が

報

告

し

て

い
る

。

即

ち

、

同

論

文

に
よ

れ

ば

、

ミ

ネ

ア
ポ

リ

ス
美

術

館

は

ダ

ン
ウ

ッ
デ

ィ
基

金

を

通

じ

、

石

棺

の
四

面

と

墓

誌

、

墓

誌

蓋

と

を

購

入

し

た

こ
と

が

述

べ

ら

れ

て
お

り

、

そ

の
石

棺

は

五

二

四

年

に
没

し

た

貞

景

王

の
も

の
と

さ

れ

て

い

る

の

で
あ

る

(但

し

、

同

論

文

に

は

、

「
元

謐

」

の

こ
と

が

記

さ

れ

な

い
よ

う

で
、

田

ω
賦
匿

葭
穹

昌
9
目
Φ
≦
p
ω
]≦
δ
昌
と

す

る

°

M

ie
n

は

謐

の
如

く

見

え

る

が

、

謐

は

】≦

(ヨ
一)

で
あ

り
、

或

い
は

、

墓

誌

の

「
帝

緒

綿

宗

」

の

「
綿

」

な

ど

を

、

名

前

を

取

り

間

違

え

た

も

の

で
あ

ろ

う

か
)
。

そ

し

て
、

以

後

米

国

に

お

い

て
、

当

石

棺

を

貞

景

王

元

謐

の
石

棺

と

し

て
扱

う

こ
と

は
、

例

え

ば

最

近

の
、

当

石

棺

の
図

様

の
意

味

を

論

じ

た

、

ユ
ー
ジ

ン

・
Y

・
ワ

ン
氏

に
よ

る

「
柩

と

儒

教

ー

ミ
ネ

ア
ポ

リ

ス
美

術

館

蔵

北

魏

石

棺

(
C
o
f
-

fin
s
a
n
d
C
o
n
f
u
c
ia
n
is
m

‐
T
h
e
N
o
r
t
h
e
r
n
W

e
i
S
a
r
c
o
p
h
a
g
u
s

　

in
T
h
e
M
in
n
ea
p
o
lis
In
stitu
te
o
f
A
rts)
」
に
至
る
ま
で
変
わ

り
が
な
い
。

さ
て
、
貞
景
王
元
謐
に
つ
い
て
は
、
魏
書
二
十

一
上
、
献
文
六
王

伝
九
上

(北
史
十
九
列
伝
七
、
献
文
六
王
)
に
伝
が
あ
る
。
元
謐
は
、

北
魏
五
代
顕
祖
献
文
帝
弘
の
三
男
、
趙
郡
王
幹
の
次
男
で
、
趙
郡
王

を
継
ぎ
、
貞
景
と
謚
し
た
こ
と
等
が
分
か

る
。
墓
誌
に
は
、

正
光
五
年
歳
次
甲
辰
閏
二
月
壬
午
朔
三
日
甲
申
葬

と
あ
る
の
み
で
、
元
謐
の
卒
年
が
記
さ
れ
な
い
が
、
魏
書
に
、
「正

光
四
年
薨
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
魏
書
九
、
粛
宗
紀
に
は
、
正
光
四
年

0co　
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の

「冬
十
有

一
月
丙
申
、
趙
郡
王
謐
薨
」
と
あ

っ
て

(北
史
四
に
も
)
、

元
謐
は
正
光
四

(五
二
三
)
年
十

一
月
に
没
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

現
在
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
元
謐
墓
誌
に
関
し
、

最
も
早
く
言
及
す
る
も
の
の

一
は
、
民
国
二
十
五

(
一
九
三
六
)
年

　

に
刊
行
さ
れ
た
、
李
健
人
氏

『
洛
陽
古
今
談
』
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の

四
編
七
、
二
、
北
魏
墓
誌
銘
に
は
、

魏
元
謐
墓
誌

正
光
五
年
閏
二
月
三
日

正
書
大
字

拓
本
極

少
元
謐
妻
馮
会
萇
墓
誌

熙
平
元
年
八
月
二
日

と
あ

る
。
次
い
で
、
民
国
>>l十

C
1
九
四

一
)
年
刊
、
郭
玉
堂
氏
の

　

『
洛
陽
出
土
石
刻
時
地
記
』
の
語
る
所
は
、
大
変
貴
重
で
あ
る
。
同

書
の
北
魏
二
十
七
丁
に
は
、

魏
使
持
節
征
南
将
軍
侍
中
司
州
牧
趙
郡
貞
景
王
元
謐
墓
誌
正
光

五
年
潤
二
月
三
日

民
国
十
九
年
陰
暦
又
六
月
十
六
日
、
洛
陽
城
西
東
隲
溝
村
東

北
李
家
凹
村
南
出
土
。
無
塚
。
与
妃
馮
氏
合
葬
。
妃
誌
亦
同

時
出
土
。
後
与
寧
懋
墓
中
所
出
石
房
同
售
之
外
国

と
あ
り
、
ま
た
、
二
十

一
丁
裏
に
は
、

魏
元
謐
妃
馮
氏
墓
誌
熙
平
元
年
八
月
二
日

与
元
謐
誌
同
時
出
土
。
合
葬
。
所
出
陶
器
値
千
元

と
あ
る
。
右
記
に
よ
り
、
元
謐
墓
誌
は
民
国
十
九

(
一
九
三
〇
)
年

六
月
、
洛
陽
西
方
か
ら
妃
誌

(元
謐
妃
馮
会
萇
墓
誌
。
妃
は
、
煕
平

元

〈五

一
六
〉
年
八
月
没
)
と
共
に
出
土
、
後
に
寧
懋
石
室

(即
ち
、

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏
石
室
の
こ
と
)
と
同
時
に
、
国
外

へ
売
ら

れ
た
経
緯
が
判
明
す
る
。
元
謐
墓
誌
並
び

に
、
妃
誌
は
、
趙
万
里
氏

　

『漢
魏
南
北
朝
墓
誌
集
釈
』
巻
四
図
版
M

囎

(元
謐
墓
誌
蓋
巻
十

一

鵬
)
な
ど
に
収
あ
ら
れ
、
比
較
的
容
易
に
披
見
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

米
国
に
お
い
て
は
、
こ
の
元
謐
墓
誌
が
石
棺
と

一
具
の
形
で
ミ
ネ
ア

ポ
リ
ス
美
術
館
の
所
蔵
に
帰
し
、

一
九
四
八
年
に
そ
の
こ
と
が
公
表

さ
れ
て
以
来
、
当
石
棺
は
貞
景
王
元
謐
の
も
の
と
認
識
さ
れ
、
今
日

に
至

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

最
後
に
、
中
国
に
お
け
る
当
石
棺
に
つ
い
て
の
理
解
の
仕
方
を
、

研
究
史
的
に
見
て
お
く
。
当
石
棺
に
関
す
る
中
国
側
の
状
況
を
よ
く

物
語
る
の
は
、
例
え
ば

一
九
八
七
年
刊
、
黄
明
蘭
氏
に
よ
る

『
洛
陽

　

北
魏
世
俗
石
刻
線
画
集
』
な
ど
の
記
述
で
あ
ろ
う
。
そ
の
図
版
説
明

の

「四
、
元
謐
石
棺
画
像
」
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

解
放
前
洛
陽
出
土
、
今
下
落
不
明
、
現
只
存
石
棺
拓
片
。
拓
片

封
套
墨
書
元
謐
石
棺
、
其
根
据
待
考
。
石
棺
両
帑
各
刻
孝
子
故

事
六
図
、
図
旁
有
題
銘
。
左
帑
有

『
丁
蘭
事
木
母
』、
『韓
伯
余

母
与
丈
和
顔
』、
『
孝
子
郭
巨
賜
金

一
釜
』、
『孝
子
閔
子
騫
』
、

『
眉
間
志
妻
』
、
『眉
間
志
与
父
報
酬

(仇
)
』
、
右
帑
有

『
孝
子

伯
奇
母
赫
児
』、
『
孝
子
伯
奇
耶
父
』、

『孝
子
董
篤
父
贖
身
』
、

『
老
莢
子
年
受
百
歳
哭
内
』
、
『
母
欲
殺
舜
焉
得
活
』
、
『
孝
孫
棄

父
深
山
』

2　　



右
に
よ
り
、
当
石
棺
は
中
国

で

「
元
謐
石
棺
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い

た

こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
乍
ら
、
そ
の
事
情
は
少
し
く
複
雑
で
、

ま
ず
当
石
棺
が
民
国
時
代
洛
陽
か
ら
出
土
し
た
こ
と
は
、
既
に
明
ら

か

で
あ

っ
た
ら
し
い
が
、
当
石
棺
そ
の
も
の
の
行
方
は
不
明
で
、
た

だ
拓
本
の
み
が
残
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
拓
本
が
元

謐
石
棺
と
認
識
さ
れ
た
の
は
、
拓
本
の
外
包
み
に

「元
謐
石
棺
」
と

墨
書
さ
れ
て
い
た
た
め
で
、
そ
の
墨
書
の
根
拠
は
目
下
未
詳
で
あ
る

と
、
黄
明
蘭
氏
は
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
国
に
お
い
て
当
石

棺
の
行
方
が
不
明
と
さ
れ
、
根
拠
も
未
詳
の
ま
ま
そ
れ
が
元
謐
石
棺

と
称
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
状
況
は
、
な
お
現
在
に
あ

っ
て
も
変
わ
り

が
な

い
。
そ
の
こ
と
は
例
え
ば
最
近
の
中
国
画
像
石
全
集

(中
国
美

　

術
分
類
全
集
)
8
石
刻
線
画
に
収
め
る
、
周
到
氏
の

「中
国
石
刻
線

画
芸
術
概
論
」
三
に
、

亦
有
原
物
不
知
去
向
而
僅
存
拓
片
的
、
如

一
九
三
〇
年
出
土
的

元
謐
石
棺

と
し
、
ま
た
、
そ
の
図
版
説
明
63

「元
謐
石
棺

丁
蘭
事
木
母
」
に
、

「
河
南
省
洛
陽
博
物
館
蔵
拓
」
と
拓
本
の
所
蔵
先

の
み
を
記
し
、
原

物
の
所
蔵
者
を
記
さ
ず

(例
え
ば
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏
石
室
な

ど
の
場
合
、
「美
国
波
士
頓
芸
術
博
物
館
蔵
、
河
南
洛
陽
市
博
物
館

蔵
拓
」
〈図
版
説
明
3
1
10
>
と
、
そ
れ
を
明
記
し
て
い
る
)
、

石
棺
原
物
已
佚
、
現
存
両
鷙
拓
片

等
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
な
お
右
記
榜

題
の
説
明
に
も
幾

つ
か
誤
り
が
あ
る
。
ま
ず
弩
の
左
右
が
入
れ
違

っ

て
い
る

(同
書
図
版
35
1
44
の
方
が
正
し

い
)。
「韓
伯
余
母
与
丈
和

顔
」
は
、
「韓
伯
余
母
与
丈
和
弱
」
で
あ

る

(図
二
参
照
)。
「
眉
間

志
妻
」
「眉
間
志
与
父
報
酬
」
は
、
「
眉
間
赤
妻
」
「眉
間
赤
与
父
報

酬
」
が
正
し
い

(図
五
、
六
参
照
)
。
「
孝
子
董
篤
父
贖
身
」

は
、

「
孝
子
董
儖
与
父
犢
居
」
で
あ
る

(図
九
参
照
)
。
「老
莢
子
年
受
百

歳
哭
内
」
は
、
「老
来
子
年
受
百
歳
哭
悶
」

の
よ
う
だ

(図
十
参
照
)
。

ヘ

へ

ゆ

「
母
欲
殺
舜
焉
得
活
」
は
、
「母
欲
殺
舜
々
得
活
」
で
あ
ろ
う

(図
十

一
参
照
)。

こ
の
よ
う
に
、
日
米
中
三
国
の
研
究
者
間
に
お
け
る
、
ミ
ネ
ア
ポ

リ
ス
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺
に
つ
い
て
の
理
解
は
様
々
で
あ
り
、
各
々

大
き
な
齟
齬
を
生
じ
て
い
る
の
が
現
状
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
以
上

を
纏
め
て
み
る
と
、
ま
ず
米
国
に
お
い
て
は
、
戦
後
間
も
な
く
当
石

棺
は
元
謐
墓
誌
と

一
具
の
も
の
と
し
て
、
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
の

所
蔵
に
帰
し
た
こ
と
が
公
表
さ
れ

(デ
ィ
ヴ
ィ
ス
論
文
)
、
以
来
当

石
棺
は

一
貫
し
て
北
魏
の
元
謐
石
棺
と
認
識
さ
れ
、
今
に
至

っ
て
い

る
こ
と
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

一
方
、

我
が
国
に
お
い
て
は
、
興

味
深
い
こ
と
に
当
石
棺
は
戦
前
、
日
本

へ
の
売
込
み
も
あ

っ
た
ら
し

い
が
、
や
が
て
行
方
不
明
と
な

っ
て
拓
本

の
み
が
知
ら
れ
る
状
況
が

続
い
た

(奥
村
論
文
)。

そ
し
て
、
昭
和
四
十
年
代

に
当
石
棺
の
所

蔵
先
は
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
が

(長

廣
氏
前
掲
書
)
、
遺
憾
乍
ら
ミ
ネ
ア
ポ
リ

ス
美
術
館
に
あ

っ
て
、
当
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石
棺
と

一
具
に
扱
わ
れ
て
い
る
元
謐
墓
誌
の
こ
と
は
知
ら
れ
な
い
ま

ま
、
現
在
に
至

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
中
国
に
お
い
て
は
、
戦
後

「
元

謐
石
棺
」
と
記
さ
れ
た
外
包
み
を
伴
う
拓
本
の
み
が
残
さ
れ
、
そ
れ

と
は
別
途
元
謐
墓
誌
の
こ
と
は
、
拓
本
を
始
め
と
す
る
詳
細
が
早
く

か
ら
知
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
両
者
が
結
び
合
わ
さ
れ
る
こ
と
は
遂

に
な
く
、
当
石
棺
が

「
元
謐
石
棺
」
と
伝
え
ら
れ
る
根
拠
は
不
明
と

さ
れ
、
な
お
石
棺
、
元
謐
墓
誌
共
に
そ
の
本
体
の
行
方
も
不
明
と
さ

れ
た
状
態

で

(黄
明
蘭
氏
前
掲
書
)、

つ
ま
り
両
者
は
ミ
ネ
ア
ポ
リ

ス
美
術
館
の
所
蔵
に
帰
し
た
こ
と
が
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

今
に
至

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

さ

て
、
上
記
を
総
合
、
勘
案
す
る
と
、
結
論
的
に
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス

美
術
館
蔵
北
魏
石
棺
は

一
体
何
時
頃
の
も
の
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
こ
と
を
述
べ
る
前
に
も
う

一
つ
、
来
歴
を
確
認
し
て
お
く
べ
き

孝
子
伝
図
の
遺
品
が
存
す
る
。
そ
れ
は
か

つ
て
元
謐
墓
誌
と
同
時
に

外
国

へ
売
ら
れ
た
と
言
わ
れ

(『洛
陽
出
土
石
刻
時
地
記
』)
、
さ
ら

に
奥
村
氏
が

当
石
棺
と
最
も
近
い
も
の
は
ボ
ス
ト
ン
博
物
館
の
北
魏
画
象
石

室
で
あ
ら
う
。
石
室
に
は
遺
憾
乍
ら
年
号
が
な
い
　

と
指
摘
さ
れ
た
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏
石
室
で
あ
る

(図
十
九
、

二
十
)。

三

ク
ム
ア
ム
ノ

ノ

孝
行
集
第
十
三
話

に

「薫
黯

孝

コ
ト
」

と
題
す
る
次

の
よ
う
な

　

説

話

が

あ

る
。

ク

ム
ア
ム
ノ

ノ

ハ

ノ
ク
ム
ア
ム

ニ

シ

ソ
ノ

ハ

ノ

薫
黯

孝
コ
ト
。
去
、
彼
薫
黯
、
慈
孝
世
无
二比
類
適
其
故
、
彼

ノ

ン

ニ

ノ

ヲ

貧
乏
ナ
ル
事
無
ラ
極
。
然
、

一
人
悲
母
持
ケ
ル
カ
、
貧
家
ナ
レ

ハ
、
衣
食

モ
不
二自
由
⑩
悪
衣
悪
食
サ

へ
、
時

々
ハ
絶
ル
事
ア

ノ

テ
モ

ニ

モ

ノ

モ

ニ
シ
テ

リ

ケ

レ

ト

モ
、

此

母
就

二
衣

食

ハ

少

不

足

思

无

シ
。

常

結

句
、

ヘ

ニ

キ
ト

キ

ノ

喜
ル
気
色
計
也
。
サ
テ
亦
、
隣
家
王
奇
テ
、
无
レ並
祐
福
人
ア

レ

ヲ

ニ

ノ

リ

キ

カ
、

彼

モ
老

母

一
人

持

タ

ル

カ
、

亦

、

引

カ

ヘ
テ
、

常

愁

ハ

ル

ノ

色

不

レ
断

。

然

、

衰

事

、

全

体

餓

鬼

如

。

在

時

、

薫

之

力

母

、

ト

ノ

ニ

ノ

与
王
之
力
母
行
合
、
様
々
ノ
物
語
次
、
薫
力
母
問
ケ
ル

ハ
、
サ

ミ

ニ

イ

テ

、

御

自

何

迚

、

左

様

ニ

ハ
ヤ

セ

テ
、

亦

、

常

思

レ
物

気

色

在

ハ

ノ

ニ

レ

ス
ヤ

ト

問
、

答

云
、

去

ハ
、

其

御

事

テ

候
。

語

ハ

ハ
ツ

カ
敷

候

リ

レ

ニ

ル

へ
共
、

御

尋

ナ

レ

ハ
、

ツ

・

マ
ス
語
申

ン
。

我

加

様

ヤ

セ
衰

事

、

ニ

モ

ル

ト
ボ

別

義

非

ス
。

衣

食
、

指
事

ハ
无

レ

ト

モ
亦

、

サ

ノ

ミ
至

テ

ノ
乏

ニ

ツ

キ

キ

事

ナ

シ

。

粤

一
、

深
歎

キ

ア

リ
。

我

力

子
、

不

孝

邪
見

ニ
テ
、

コ

ヘ

コ

ソ

三
宝
ヲ
モ
不
信
ハ
増
テ
、

ヲ
ヤ
ニ
モ
不
孝
ナ
レ

ハ
、
今
社
富
祐

ニ

ノ

イ

ハ

ナ

リ

ト

モ
、

終

ハ
天
道

責

ニ

ソ
会

テ
、

今

ノ

生
善

共
、

后

生

ハ

フ

ニ

ト

悪
カ
ル
ヘ
シ
ト
、
思
事
不
レ断
間
、
加
様
ヤ
セ
ケ
ル
也
。
其
上

薫
ガ
母
、
涙
流
シ
云
ケ
ル

ハ
、
サ
テ

ー

御
イ
タ
ワ
シ
キ
哉
。

ク

ヘ

ニ
シ
テ

ノ

ン

ノ

自

ハ
、

如

二
御

存

知

一家

貧

、

衣

貧

之

ケ

レ
ト

モ
、

此

様

二
思

モ

4　　
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バ

カ

キ

ヘ

ニ

ヒ

ナ
ク
候
、
我
子
、
孝
行
至
深
ト
云
、
剰
道
有
テ
、
佗
人
モ
随
ヌ

ヨ
リ

ハ

キ

ク

レ

ハ
、

見

聞

二
付

テ

、

喜

事

外

无

間

、

貧

乏

ナ

レ

共

、

全

ク

ヲ

テ

シ

不

レ
歎

ト

、

如

レ
此

語

、

カ

タ

カ

ケ

ニ
テ
王

聞

腹

立

、

言

語

道

断

ロ

ヲ

ヲ

ニ

之
事
哉
。
我
力
后
事
ソ
シ
ル
迚
、
我
力
母
モ
薫
ガ
母
モ
、
散
々

モ

打

ハ
リ

ケ

ル

ニ
、

薫

、

是

ヲ
聞

ト

モ
、

少

不

レ
為

二
腹

立

《

結

句

、

ニ

ノ

ノ

レ

母
向
テ
云
ケ
ル
ハ
、
加
様
ワ
サ

ハ
イ
在
ス
ハ
、
我
無
道
ナ
ル
ニ

キ

ノ

ヤ

、

天

道

ヨ
リ

ト

カ

メ

ニ
テ
ヤ

候

ラ

ム
。

无

二
面

目

一候

。

乍

レ

シ
ト

ノ

去

、

御

堪

忍

候

へ
。

向

后

ハ
、

ツ

・
シ

ミ
可

レ
申

云
云
。

仍

、

彼

ノ

ニ

ヲ

母

、

無

程

二

年

過

テ
死

シ

ケ

ル

ニ
、

思

間

々
致

レ
喪

、

中

陰

過

、

ノ

ヲ

シ

ヲ

リ

ノ
ツ
カ

ニ

ケ

シ

ニ

ク

即
彼
王
害
頸
取
、
母
塚

懸
、
所
存

ヲ
散
ケ
ル
処
、
無
レ
程
従
ニ

ニ

ル

ヱ

大

王

↓

可

レ
被

レ
所

二
罪

過

一之

勅

使

来

二
、

薫

、

従

レ
本

所

二
構

ル

モ

カ

モ

ヲ

ヲ

存

一
ナ

レ

ハ
、

少

サ

ワ

ス
、

尤

参

ン
事

不

レ
歎

。

乍

レ
去

、

旁

々

ル

ノ

ノ

ヘ

リ

ノ

モ

奉

レ
頼

、

少

暇

ヲ
タ

ヒ
下

へ
。

母

墓

参

度

候

ト

申

ハ
、

勅

使

、

ハ

ノ

ノ

ヲ

ヘ

キ

不
木
石
《
中
々
事
也
迚
、
片
時
暇
許
シ
ケ
レ
ハ
、
喜
テ
墓
処
行
、

レ

ヲ

セ

セ
ン
ト

カ

キ

ク

ト

キ

云

ケ

ル

ハ
、

我

王

、

御

存

生

之

時

、

欲

レ
害

カ

ト

テ

モ
、

如

レ
此

可

レ
有

二
罪

過

一
思

、

無

心

恥

ヲ

モ
堪

忍

申

モ
、

非

別

ニ

レ

ニ

カ

カ

ニ

ヘ

ヒ

ク

カ

義

⑩

我

既

死

ナ

ハ
、

誰

亦

、

如

我

一母

仕

申

ン
。

縦

亦

、

如

レ
我

ル

ノ

ノ

ニ

ミ

ミ

仕

者

ア
リ

ト

モ
、

母

慈

悲

テ

、

定

テ

自

ヲ
悲

玉

ハ
ン
時

ハ
、

親

ケ

ト

ヲ

ヲ

ニ
苦

労

ヲ
懸

申

サ

ン

ハ
、

不

孝

之

至

存

知

キ

、

恥

モ
カ

ヘ
リ

ミ

ス
、

没

后

迄

、

延

引

仕

候

キ

。

今

ハ
ヤ

、

思

ヒ

ヲ
ク

事

候

ハ
ス
。

是

力

、

今

生

之

孝

行

、

終

也

迚

、

音

ヲ

モ
不

レ
惜

悲

泣

シ

ケ
。

ニ

ノ

ノ

ヲ

時
、
官
人
以
下
諸
人
、
孰
人
歟
、
薫
ガ
孝
不
レ感
乎
。
サ
テ
、

ヲ

リ

ニ

薫
大
裏

ヘ
ツ
レ
テ
参
、
勅
使
、
薫
之
力
孝
行
ノ
様
体
、
詳
奉
レ

ケ

ヲ

奏

ハ
、
大
王
聞
食
分
玉
イ
テ
、
結
句
、
禄
位
被
レ
下
、

一
期
富

ノ

カ

シ

モ

ニ

祐

自

在

也

。

是

則

、

親

孝

行

徳

ト

、

無

レ
不

レ
感

レ
者

。

哥

、

ニ

ノ

モ

ラ

ナ
テ
シ
コ
ノ
花
心
ナ
ク
サ
メ
ハ
ア
レ
タ
ル
宿
サ
モ
有

ハ
ア
レ

右
は
両
孝
子
伝
37
董
黯
の
内
、
陽
明
本
系

の
そ
れ
に
拠

っ
た
も
の
と

思
し
い
。
陽
明
本
孝
子
伝
の
本
文
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　　
　
董
黯
、
家
貧
至
孝
。
雖
下与
二王
奇
一並
居
ひ
二
母
不
二数
相
見
⑩

忽
会
二
籬
辺
ハ
因
語
二
日
黯
母
ハ
汝
年

過
二七
十
ハ
家
又
貧
。
顔

　　
　

色
乃
得
二怡
悦
ハ
如
レ
此
何
。
答
日
、
我
雖
下貧
食
レ
肉
麁
衣
薄
ひ

而
我
子
与
レ
人
无
レ
悪
。
不
レ使
二吾
憂

一故
耳
。
王
奇
母
日
、
吾

家
雖
二富
食
レ
魚
又
嗜
レ饌
、
吾
子
不

孝
、
多
与
レ
人
恐
、
懼
レ

罹
二其
罪
刃
是
以
枯
悴
耳
。
於
レ是
各
還
。
奇
従
レ
外
帰
。
其
母

　　
　

語
レ
奇
日
、
汝
不
孝
也
。
吾
問
二見
董
黯
母
ハ
年
過
二七
十
《
顔

色
怡
悦
。
猶
其
子
与
レ
人
无
レ
悪
故
耳
。
奇
大
怒
、
即
往
二
黯
母

家
↓
罵
云
、
何
故
讒
三
言
我
不
孝
一也
。
又
以
レ脚
蹴
レ
之
。
帰

謂
レ
母
日
、
児
已
問
二黯
母
の
其
云
、

日
々
食
二
三
斗
の
阿
母
自

不
レ能
レ
食
、
導
二児
不
孝
⑩
黯
在
二
田
中
《
忽
然
心
痛
、
馳
奔
而

還
。
又
見
二母
顔
色
惨

々
ハ
長
跪
問
レ
母
日
、
何
所
不
レ
和
。
母

日
、
老
人
言
多
レ
過
矣
。
黯
已
知
レ
之
。
於
レ
是
王
奇
日
殺
二
三

牲
⑩
旦
起
取
二肥
牛

一
頭
《
殺
レ
之
取

二佳
肉
十
斤
ハ
精
米

一
斗

　　
　

熟
而
薦
レ之
。
日
中
又
殺
二
肥
羊

一
頭
ハ
佳
肉
十
斤
精
米

一
斗
、

　　
　

熟
而
薦
レ之
。
夕
又
殺
二
肥
猪

一
頭
ハ

佳
肉
十
斤
精
米

一
斗
、
熟
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而

薦

レ
之

。

便

語

レ
母

日
、

食

レ
此

令

レ
尽

。

若

不

レ
尽

者

、

我

　　
　

当

下
用

レ
鉾

刺

二
母

心

一由

レ
戟

鉤

中
母

頭

汐

得

二
此

言

一終

不

レ
能

レ
食

、

推

レ
盤

擲

レ
地

。

故

孝

経

云

、

雖

三
日

用

三
二
牲

養

ハ

猶

為

二
不

幸

一
也

。

黯

母

八

十

而

亡

、

葬

送

礼

畢

。

乃

嘆

日

、

父

母

讎

不

二
共

戴
ワ
天
。

便

至

二
奇

家

一斫

二
奇

頭

ハ

以

祭

二
母

墓

の

須

臾

監

司

到

縛

レ
黯

。

々

乃
請

二
以

向

レ
墓

別
ワ
母
。

監

司

許

レ
之
。

至

レ
墓

　　
　

啓

レ
母

日
、

王

奇

横

苦

二
阿

母

の

黯

承

二
天

志

ハ

忘

レ
行

二
己

力

の

既

得

レ
傷

レ
讎

、

身

甘

二
蘊

醢

の

甘

二
監

司

見
ワ
縛

、

応

二
当

備
ワ
死

。

　　
　

挙

レ
声

悶

哭

、

目

中

出

レ
血

。

飛

鳥

翳

レ
日
、

禽

鳥

悲

鳴

、

或

上

二
黯

臂

ハ

或

上

二
頭

辺

の

監

司

具

如

レ
状

奏

レ
王

。

々
聞

レ
之

嘆

　　
　

日
、
敬
二謝
孝
子
董
黯
の
朕
寡
徳
鋺
二荷
万
機
ハ
而
今
凶
人
勃
逆
、

又
応
二
治
勢
殉
令
レ
労
二孝
子
↓
助
二
朕
除
ワ患
。
賜
二
金
百
斤
↓

加
二其
孝
子
名
一也

右

は
、
董
黯
譚
を
伝
え
る
現
存
唯

一
の
孝
子
伝
と
な

っ
て
い
る

(船

橋
本
は
改
変
が
著
し
い
)
。
類
文
が
類
林

(類
林
雑
説

一
)、
敦
煌
本

事

森
な
ど
に
見
え
る
が
、
前
者
は
出
典
不
記
、
後
者
は

「
会
稽

(典
)
録
」
を
出
典
と
す
る
。
西
野
貞
治
氏
は
か
つ
て
、
ボ

ス
ト
ン

美

術
館
蔵
北
魏
石
室
右
石
下

(図
十
九
下
)

に
描
か
れ
た
、
「董
晏

母
供
王
寄
母
語
時
」
と
榜
題
す
る
孝
子
伝
図
が
、
陽
明
本
孝
子
伝
董

黯
譚
に
お
け
る
、
王
奇
の
母
に
対
す
る
三
牲
強
要
を
中
心
と
す
る
記

　

述
を
粉
本
と
し
て
い
る
こ
と
を
、
論
証
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の

三
牲
強
要
の
説
話
が
ま
た
、
稀
覯
に
属
し
、
目
下
敦
煌
本
事
森
、
古

賢
集
33
句
な
ど
を
数
え
得
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
私
も
最
近
、

ネ
ル
ソ
ン

・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
斉
石
床
第
4
石
1
、
2
、
3

(2
に

「
不
孝
王
寄
」
と
榜
題
す
る
)

に

つ
い
て
、
4
石
3
、
2
が

ボ

ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏
石
室
の
董
黯
図
を
左
右
に
振
り
分
け
た
も

の
と
な

っ
て
お
り
、
1
も
ま
た
、
陽
明
本
孝
子
伝
董
黯
譚
の
、
董
黯

に
よ
る
黯
母
の
葬
礼
の
場
面
と
捉
え
ら
れ
よ
う
こ
と
を
、
指
摘
し
た

　

こ
と
が
あ
る

(拙
稿

「董
黯
贅
語
ー
孝
子
伝
図
と
孝
子
伝
1
」
)。
ミ

ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺
の

「董
儖
」
(図
九
)
が
そ
の
董
黯

と
見
ら
れ
よ
う
こ
と
は
前
述
の
如
く
、
奥
村
氏
の
指
摘
さ
れ
た
当
石

棺
と
ボ

ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏
石
室
と
の
関
わ
り
は
、
文
献
学
か
ら

見
て
も
、
理
由
の
あ
る
こ
と
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
、
そ
の
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏
石
室
を
め
ぐ

っ
て
も
、
日

米
中
三
国
に
お
け
る
研
究
者
間
の
理
解
に
、
覆
い
難
い
齟
齬
が
あ
る
。

殊
に
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
北
魏
石
室
の
場
合
は
、
日
本
と
米
中
両
国

と
の
間
に
お
け
る
そ
れ
が
大
き
い
。
以
下
、
そ
の
こ
と
に
少
し
触
れ

て
お
く
。

ま
ず
日
本
に
お
い
て
は
、
戦
前
奥
村
氏
が
当
石
室
に
関
し
、
次
の

　

よ
う
に
述

べ
ら
れ
た
。

石
室
は
人
の
入
り
得
る
位
の
大
き
い
も
の
で
、
内
外
各
三
面
に

刻
画
が
あ
る
。
刻
画
は
、
実
物
を
見
な
い
が
、
拓
本
写
真
で
み

る
と
偽
刻
と
は
思
ひ
難
い
。
若
し
疑

ふ
な
れ
ば
背
後

の
大
形
人

物
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
必
し
も
疑

へ
な
い
。
し
か
し
、
全
部
偽

　　　



刻
の
で
き
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
に
は
あ
る
。
や
は
り
洛
陽
附

近
よ
り
出
土
し
た
と
云
ふ

氏
は
、
当
石
室
の
画
象
の
偽
刻
で
あ
る
可
能
性
を
も
示
唆
し
つ
つ
、

真
刻
と
信
じ
た
よ
う
で
、
そ
の
制
作
年
代
を
六
世
紀
前
半
と
さ
れ
た

(『
瓜
茄
』
4
、
二
八
九
、
九
〇
頁

〈
『古
拙
愁
眉
』
四
七

一
、
七
二

頁
〉
挿
絵
十

一
、
十
ニ
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
)
。
こ
れ
に
対
し
、
奥
村
氏

が
、
「
し
か
し
、
全
部
偽
刻
の
で
き
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
に
は
あ

る
」
と
示
唆
的
に
述
べ
ら
れ
た
事
柄
を
、
自
身
の
立
場
と
し
て
全
面

的
に
採
用
し
、
偽
刻
説
を
強
く
打
ち
出
さ
れ
た
の
が
長
廣
敏
雄
氏
で

あ
る
。
長
廣
氏
は
前
掲
書
八
章
に
お
い
て
、

B
本

(ボ
ス
ト
ン
美
術
館
、
北
魏
石
室
)

右
石

ω

丁
蘭
事
木
母

㈲

舜
従
東
家
井
中
出
去
時

左
石

ω

董
永
看
父
助
時

㈲

董
晏
母
供
王
寄
母
語
時

と
紹
介
し
た
上
で

(上
記
は
右
左
が
入
れ
替
わ
る
)、
次
の
よ
う
に

　

言

わ

れ

た

。

一
九

四

二

年

、

ボ

ス
ト

ン
美

術

館

冨

田

幸

次

郎

氏

は

B

本

〔
ボ

ス
ト

ン
美

術

館

蔵

北

魏

石

室

〕

に

つ
い

て
解

説

を

こ

こ
ろ

み

た

(B
u
lle
t
in

o
f
t
h
e
M

u
s
e
u
m

o
f
F
in
e
A
r
t
s
,
B
o
s
t
o
n
,
N
o
.

2
4
2
,
V
o
l.
X
L
)
°

こ

の

B

本

は
ボ

ス
ト

ン
美

術

館

に
所

蔵

さ

れ

る

以

前

、

大

阪

山

中

商

会

に
お

い

て
私

は

調

査

し

た

こ
と

が

あ

っ
た

。

冨

田

論

文

は

同

作

品

の
有

す

る

多

く

の
疑

問

点

に
関

し

て
、

な

ん

ら

検

索

し

よ

う

と

せ

ず

、

そ

れ

を

西

紀

五

二

九

年

画
象
石
室
と
し
て
公
表
し
た
。
私
の
結
論
を
の
べ
る
と
、
こ
の

石
室
画
象
は
、
彫
刻
手
法
、
描
写
様
式
に
腑
に
お
ち
ぬ
点
が
あ

り
、
孝
子
伝
内
容
と
画
面
構
成
の
齟
齬

・
撞
著

(こ
の
石
室
に

は
ほ
か
に
貴
族
風
俗
や
人
物
の
線
刻
も
あ
り
)
、
諸
画
象
間
の

様
式
の
混
合
と
錯
雑
な
ど
、
多
く
の
疑
わ
し
い
点
が
あ
り
、
北

魏
画
象
を
充
分
に
こ
な
し
て
い
な
い
後
世
後
人
の
偽
刻
だ
と
信

ず
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
孝
子
伝
画
象
は
デ
タ
ラ
メ
が
ひ
ど
い
。

し
た
が

っ
て
、
資
料
と
し
て
削
除
す
る
こ
と
に
し
た
い

以
後
我
が
国
に
お
い
て
は
、
氏
の
偽
刻
説

が
無
視
し
得
な
い
も
の
と

　

な

っ
て
ゆ
く
。

一
方
、
米
中
両
国
に
お
け
る
当
石
室
の
理
解
は
、
全
く
異
な
る
。

併
せ
て
述

べ
よ
う
。
当
石
室
に
つ
い
て
最

も
早
く
触
れ
る
も
の
は
、

民
国
三
十

(
一
九
四

一
)
年
刊
の

『洛
陽
出
土
石
刻
時
地
記
』
で
あ

　

ろ
う
か
。
そ
の
北
魏
36
丁
表
に
、
次
の
如
く
言
う

魏
横
野
将
軍
甄
官
主
簿
寧
懋
墓
誌
孝
昌

二年
+
二
月
+
四
日

民
国
二
十
年
二
月
二
十
日
、
洛
陽
故
城
北
半
坡
出
土
。
無
塚
。

同
時
出
石
製
陰
宅
。
宅
門
上
刻
孝
子
寧
万
寿
孝
子
寧
双
寿
。

「壁
上
刻
有
丁
蘭
事
母
図
」
舜
従
東
家

井
中
出
去
時
図
」
董
永

看
父
助
図
」
董
宴
母
供
王
寄
母
語
時
図
」
。
室
頂
似
今
人
房
式
。

初
出
価
六
百
元
、
某
客
又
以
七
千
元
市
得
、
售
之
国
外
得
二
万

元
。
元
謐
誌
石
亦
与
此
器
同
時
出
国

右

の
記
述
に
よ
り
、
当
石
室
が
民
国
二
十

(
一
九
三

一
)
年
二
月
、

貂続棺石伝子孝金鍍㈱



図二十一 寧懋墓誌

寧
懋
墓
誌

(図
二
十

一
)
と
共
に
洛
陽
の
北
か
ら
出
土
し
た
こ
と
な

ど
が
分
か
る
。
特
に
重
要
な
の
は
、
門

(の
右
左
)
に
、
「孝
子
寧

万
寿
」
「孝
子

(弟
)
寧
双
寿

(造
)
」
刻
銘
の
あ
る
こ
と
も
さ
り
乍

　を
　

ら
、
「董
永
看
父
助

(時
)
」
「董
宴
母
供
王
寄
母
語
時
」
図
、
「
丁
蘭

事

(木
)
母
」
「舜
従
東
家
井
中
出
去
時
」
図

の
描
か
れ
て
い
る
こ

と
を
、
述
べ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
加
う
る
に
、
上
掲

『
洛
陽
出
土

石
刻
時
地
記
』
の
記
述
に
関
連
す
る
、
非
常
に
貴
重
な
資
料
が
残
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
が
郭
建
邦
氏
の
紹
介
さ
れ
た
、
民
国
二
十
年
八
月

の
王
広
慶

(『洛
陽
出
土
石
刻
時
地
記
』

の
校
録
者
)
氏
に
よ
る
寧

ば

懋
墓
誌
拓
本
跋
語
で
あ
る

(図
二
十

一
参

照
)。
そ
の
跋
語
に
次

の

よ
う
に
言
う
。

石
於
民
国
二
十
年
二
月
出
土
。
此
最
初
拓
本
也
。
出
土
地
在
洛

陽
瞿
泉
鎮
北
坡
、
同
時
尚
有
石
陰
宅

一
座
、
並
於
是
年
四
月
運

之
海
上
。
臨
発
、
翰
臣
於
車
上
急
遽
拓
此
。
二
十
年
八
月
新
安

王
広
慶
記

跋
語
の
記
す
所
に
よ
る
と
、
寧
懋
墓
誌
及
び
、
石
室
は
民
国
二
十
年

二
月

(二
十
日
)
、
洛
陽

で
出
土
し
た
が
、

四
月
に
そ
れ
ら
を
国
外

へ
運
び
出
す
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
こ
で
、
翰
臣

(郭
玉
堂
の
こ
と
)

は
急
遽
、
洛
陽
の
駅
を
発
車
す
る
直
前
の
貨
車
上
に
お
い
て
、
そ
れ

ら
の
拓
本
を
採

っ
た
。
こ
れ
が
そ
の
寧
懋
墓
誌
等
の
始
め
て
採
ら
れ

た
拓
本
で
あ
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
四
箇
月
後
の
八
月

に
、
こ
の
跋
語
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。
す

る
と
、
上
掲

『洛
陽
出
土

190



石
刻
時
地
記
』
に
述
べ
ら
れ
た
、
当
石
室
に
つ
い
て
の
事
柄
を
郭
玉

堂
氏
が
知

っ
た
の
は
、
石
室
等
が
出
土
し
て
か
ら
僅
か
四
十
i
七
十

日
以
内

の
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
出
土
時
期
に
間
違

い
が
な
い
な

ら
ば
、
出
土
後
に
偽
刻
が
施
さ
れ
た
可
能
性
は
、
殆
ど
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

か
く
し
て
元
謐
墓
誌
と
共
に
国
外
に
出
た
当
石
室
は
、
ボ

ス
ト
ン

美
術
館

の
所
蔵
に
帰
す
が
、
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
が
、
長

廣
氏
も
触
れ
ら
れ
た

一
九
四
二
年
の
富
田
幸
次
郎
氏
に
よ
る

「六
世

紀

の
中
国
祀
堂
石
室

(A
C
h
in
ese
S
a
crifica
l
S
to
n
e
H
o
u
se
o
f

　

t
h
e
S
ix
th

C
e
n
t
u
r
y

A
.D
°)
」

で
あ

る
。

富

田
論

文

に

よ

る

と

、

ボ

ス
ト

ン
美
術

館

は

一
九
三
七

年
、

ア
ン
ナ

・
ミ

ッ
チ

ェ
ル

・
リ
チ

ャ
ー

ズ

基

金

と

マ
ー

サ

・
シ

ル

ス
ビ

ー
基

金

に

よ
り

当

石

室

を

購

入

し

た

と

い
う
。

そ

し

て
、

富

田
氏

は
寧

懋

墓

誌

の
拓

本

に

よ
り

、

当

石

室

を
五

二
九

年

の
も

の

と
考

証

し

て

い

る

(氏

は
、

判

読

し

に
く

い
懋

字

を

ffi
?
h
s
ia
n
g

と

推

定

す

る

)
。

氏

は

、

墓

誌

の
記

載

か

ら
、

寧

懋

の
妻

鄭

氏

が

去

年

(la
s
t
y
e
a
r
)
、

孝

昌

三

(五

二

七
)

年

一
月

に

没

し

'

今

年

(t
h
is
y
e
a
r
)

S
五

二

八

年

十

二

月

十

五

日

に
埋

葬

さ

れ

た

も

の
と

考

え
、

そ

れ

を

陰

暦

(t
h
e
lu
n
a
r
c
a
le
n
d
a
r
)

か

ら
陽

暦

に
換

算

し

て
、

五

二
九

年

の

一
月

十

日
と

さ

れ

た

も

の
ら

し

い
。

氏

の
見

た

墓

誌

の
拓

本

は
、

ネ

ル

ソ

ン
美

術

館

の
L

・
シ

ッ

ク

マ
ン
氏

か

ら
提

供

さ

れ

た

も

の

で
、

シ

ッ
ク

マ
ン
氏

は

一
九

三

三

年

に
開

封

に
お

い

て
当

石

室

を

目

に
し

た

よ

う

だ

(
一
〇

九

頁

左

注

1
)
。
す
る
と
、
当
石
室
は

一
九
三
三
-
三
七
年
の
間
に
海
外

へ
出

た
も
の
ら
し
く
、

一
時
日
本
の
大
阪
山
中
商
会
に
あ

っ
て
、
長
廣
氏

が
調
査
を
手
掛
け
ら
れ
た
の
も
、
そ
の
頃

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
方
、

寧
懋
墓
誌
の
行
方
は
そ
の
後
不
明
と
な
る

(富
田
氏
は
開
封
博
物
館

に
蔵
さ
れ
る
か
と
言
う
)
。
さ
て
、
富

田
論
文
は
四
幅
の
孝
子
図

　　
　

(丁
蘭
、
舜
、
董
永
、
董
晏
)
に
も
言
及
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
原
拠

の
考
証
は
全
て
正
し
い
。
取
り
分
け
そ
の
内
の
董
晏
に
関
し
、
董
黯

譚
を
探
り
当
て
て
い
る
こ
と
は
、
驚
く

べ
き
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
中
国
に
お
い
て
は
、

一
九
五
六
年
刊
行
の

『
漢
魏
南

北
朝
墓
誌
集
釈
』
巻
六
に

「
寧
想
曁
妻
鄭

氏
墓
誌
並
墓
窟
画
象
孝
昌

　

三
年
+
二
月
+
五
日
」
と
し
て
、
墓
誌
、
石
室

の
拓
本
が
収
め
ら
れ
、

ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
元
謐
墓
誌
、
石
棺
の
場
合
と
は
対
照
的
に
、

一
九
六
〇
年
に
は
寧
懋
石
室
が
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
こ

と
が
、
広
く
知
ら
れ
る
に
至

っ
て
い
る

(『
文
物
』
、
『
考
古
」
等

に

　

記
事
が
載
る
)
。

そ
の
後
、

一
九
八
〇
、

八
七
年
に
郭
建
邦
氏

の

「北
魏
寧
懋
石
室
和
墓
志
」
論
文
、
『
北
魏
寧
懋
石
室
線
刻
画
』
が
出

　

版
さ
れ
、
当
石
室
を
寧
懋
石
室
と
す
る
こ
と
が
不
動
と
な
り
、
現
在

に
及
ぶ
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
寧
懋
墓
誌
に
よ
る
と
、
難
読
な

が
ら
、
寧
懋
は
景
明
二

(五
O

1
)
年
に
没
し
、
妻
鄭
氏
は
孝
昌
三

(五
二
七
)
年
に
没
し
て
、
共
に
北
芒
山

に
葬
ら
れ
た
よ
う
だ
。
そ

こ
で
、
当
石
室
の
制
作
年
代
に
関
し
、
例

え
ば
寧
懋
の
亡
く
な

っ
た

景
明
二
年
説

(中
国
画
像
石
全
集
8
)
、
妻
鄭
氏

の
亡
く
な

っ
た
孝

貂続棺石伝子孝金鍍蹴



昌
説

(中
国
美
術
全
集
絵
画
編
19
)
、
或
い
は
、
孝
昌
三
年
説

(『漢

魏

南
北
朝
墓
誌
集
釈
』、
黄
明
蘭
氏

「
従
洛
陽
出
土
北
魏
石
棺
和
石

　

棺
床
看
世
俗
芸
術
中
的
石
刻
線
画
」
等
)
な
ど
が
生
じ
る
こ
と
に
な

っ

て
し
ま
う
。

と
は
言
え
、
近
時
の
諸
説
は
全
て
、
以
前
当
石
室
に
つ
い
て
奥
村

氏

の
提
示
さ
れ
た
六
世
紀
前
半
と
す
る
見
解
に
包
含
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
そ
し
て
、
長
廣
氏
の
偽
刻
説
は
暫
く
保
留
す
べ
き
か
と
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
。
当
石
室
出
土
後
の
偽
刻
の
可
能
性
が
低
そ
う
な
こ

と
は
、
前
に
述
べ
た
。
ま
た
、
文
献
学
的
立
場
か
ら
見
て
も
、
例
え

　　
　

　　
　

ば
当
石
室
右
石
下
に
描
か
れ
た
董
晏
図
に
お
け
る
、
王
寄
の
三
牲
強

要

の
場
面
な
ど
、
素
材
的
に
た
易
く
偽
刻
出
来
る
性
質
の
も
の
と
は

思
え
な
い
。
少
な
く
と
も
中
国
本
土
か
ら
孝
子
伝
が
姿
を
消
し
た
、

宋
代
以
降
の
偽
刻
で
は
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
例
え
ば
か
つ

て
西
野
氏
が
、

ま
た
変
文

〔舜
子
変
〕
に
は
舜
が
掩
井
の
厄
に
遭
う
た
時
東
家

の
井
か
ら
脱
れ
た
と
い
う
部
分
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
孝
子

伝
に
も
あ
り

〔陽
明
本
孝
子
伝
1
舜

「
舜
乃
泣
東
家
井
出
」
〕、

北
朝
頃
に
発
生
し
た
民
間
伝
説
で
あ
つ
た
か
と
思
わ
れ
る

　

と
さ
れ
た
、
当
石
室
左
石
下
に
描
か
れ
る

「舜
従
東
家
井
中
出
去
時
」

の
図

(図
二
十
下
)
に
関
し
て
も
、
全
く
同
様
の
こ
と
が
指
摘
出
来

る
。
だ
か
ら
、
奥
村
氏
が
当
石
室
に
つ
い
て
、
「
し
か
し
、
全
部
偽

刻

の
で
き
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
に
は
あ
る
」
と
さ
れ
た
こ
と
は
、

な

お

一
考

の
余

地

が

あ

る
だ

ろ
う

。

そ

こ

で
、

氏

が

「
偽

刻

と

は
思

　

ひ
難
い
」
と
さ
れ
た
原
点
に
立
ち
帰
り
、
長
廣
氏
が
偽
刻
と
さ
れ
る

論
点
に
つ
い
て
も
、
奥
村
氏
が
当

「石
室

に
於
る
二
様
式
の
存
在
」

を
問
題
視
し
、
そ
の
こ
と
に
関
し
て
、
例
え
ば
正
光
三

(五
二
二
)

年
頃
に

一
旦
石
室
が
出
来
、
そ
の
後

「ま
た
葬
ら
れ
た
人
の
あ

つ
た

時
」
即
ち
、
「
新
し
い
南
方
様
式
の
ネ
ル

ソ
ン
美
術
館
石
棺
や
同
石

牀
が
で
き
」
た
頃
に
、
「先

に
作

つ
た
石
室
の
裏
面
の
空
白

で
あ

つ

た
所

へ
、
新
様
式
の
人
物
が
刻
ら
れ
た
」

の
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
解

　

を
示
さ
れ
た
辺
り
を
穏
当
と
し
て
、
当
石
室
に
つ
い
て
は
、
米
国
、

中
国
に
お
け
る
理
解
に
従

っ
て
六
世
紀
前
半
、
お
そ
ら
く
孝
昌
三

(五
二
七
)
年
の
寧
懋

の
も
の
と
見
て
お
き
た
い
。

さ
て
、
そ
の
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
寧
懋

石
室
と

「
最
も
近

い
」

(奥
村
氏
)
と
さ
れ
た
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺
も
、
同

じ
く
六
世
紀
前
半
の
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
奥
村
氏
は
、
当
石

棺
が
例
え
ば
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺
と
較

べ
、

古
様
で
あ
る
こ
と
を
示
す
点
と
し
て
、
「
構
図
…
…
の
仕
方
が
併
列

ふ
ち

的
分
散
的
な
る
点
」
、
「縁
…
…
に
替
は
る
も
の
と
し
て
横
長
い
山
水

が
用
ゐ
ら
れ
て
い
る
…
…
点
」
、
「
孝
子
伝
の
諸
場
面
を
区
切

つ
て
ゐ

る
…
…
樹
の
姿
、
樹
葉

の
描
法
な
ど
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
北
魏
画
象

石
室
と
似
…
…
花
、
石
、
雲
な
ど
で
空
間
を
埋
め
て
ゆ
く
」
こ
と
、

「人
物
は
み
な
台
に
膠
着
け
さ
れ
た
人
形

の
様
に
、
た
ゴ
並
ん
で
ゐ

る
だ
け
で
、
動
い
て
ゐ
な
い
の
み
な
ら
ず
、
ど
れ
も
同
じ
様
な
組
合
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せ

で
、
物
語
の
意
味
が
殆
ん
ど
表
現
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
人
物
は
多

く
坐
つ
て
ゐ
る
。
し
か
し
そ
の
坐
り
か
た
が
落
ち
着

い
て
ゐ
な
い
で
、

何
だ
か
も
じ

ー

し
て
ゐ
る
人

の
様
で
あ
る
」
こ
と
な
ど
を
上
げ
ら

　

れ

た
。

そ

れ

ら

を
踏

ま

え
、

当

石

棺

に

関

し

て
も
、

米

国

及

び
、

中

国

の

理
解

に
添

っ
て
、

正
光

五

(
五

二

四
)

年

の

元

謐

の

も

の

と
考

え

て

お

き

た

い
。

元
謐

墓

誌

と
石

棺

と

の

同
時

出

土

は
確

認
出

来

な

い

が
、

中

で
中

国

側

の
根

拠

と

さ

れ

る
、

拓

本

外

包

み

の

墨
書

(未

見

)

は
、

や

は

り
由

緒

深

い
貴

重

な

も

の

と
思

わ

れ

る
。

た

だ
墓

誌

蓋

と
当

石

棺

と

は
雲

の
形

な

ど

が
異

な

り
、

別

工
人

の
手

に
成

る

も

の

の
如

く

、

元

謐

墓

誌

と

当

石

棺

の

関

係

に

つ
い

て

は

、

例

え

ば

『
漢

魏

南

北

朝

墓

誌

集

釈

』

に
、

此

111II
文

字

結

体

方

整

、

与

粛

宗

昭

儀

胡

明
相

、

馮

篦

妻

元

氏

、

元

譚

妻

司

馬

氏

、

元

啅

、

元

纂

諸

誌

相

似

、

殆

出

一
手

歟

?

と

指

摘

さ

れ

る

こ
と

(
上

記

の
五

墓

誌

は
、

い
ず

れ

も

正
光

三

〈
五

二

二
〉

年

か

ら
孝

昌

三

〈
五

二
七

〉

年

に
か

け

て

の
も

の

で
あ

る
)

な

ど

も

含

め

、

な

お

専

門

家

に
よ

る
今

後

の
検

討

を

俟

ち

た

い
。

付
記

小
稿
は
、
米

シ
タ
デ
ル
大
学

の
キ
ー
ス
・
ナ

ッ
プ
博
士

の
変
わ
ら
ぬ
友
情

が
な
け
れ
ば
、
決
し
て
成
ら
な
か

っ
た
。
種

々
御
尽
力
下
さ

っ
た
ナ
ッ
プ
博
士

と

(校
正
中

に
教
示
頂

い
た
、
P

・
E

・
カ
レ
ツ
キ
ー
、
A

・
C

・
ソ
ー
パ
i

氏

に
よ

る
、
寧
夏

固
原
北
魏
墓
漆
棺
画

に
関
す

る
論
文

く
P
a
tr
lcla
E
ich
-

en
b
a
u
m

K
a
r
etz
k
y

a
n
d

A
le
x
�
n
d
e
r
C
o
b
u
rn

S
o
p
e
r

À

N
o
r
th
e
n

W
ei
P
a
in
te
d
C
o
ffin
'
in
A
ntib
u
s
A
sia
e
5
1
,
n
o
.
1/
2
(
19
9
1)
,
p
p
°
叩

器
〉

に
お
け
る
当
石
棺
の
偽
刻
説
に

つ
い
て
は
、
十
分
に
反
論
可
能
な
も

の
乍

ら
、
本
論
の
中

に
取
入
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
。
他
日
を
期
し
た
い
)
、

図
版

の
撮
影
、
掲
載

に
協
力
を
惜
し
ま
れ
な
か

っ
た
ミ
ネ

ア
ポ
リ
ス
美
術
館
、

-ix
た
'
D
e
A
n
n
M
.
D
a
n
k
o
w
sk
i
女
史
に
対
し
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
た

い
。
な
お
小
稿
は
、
平
成
14
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
特
定
領
域
研
究
②

に
よ

る
成
果
の

一
部

で
あ
る
。

注①

孝
子
伝

に

つ
い
て
は
、

拙
著

『
孝

子
伝

の
研
究
』

(
佛
教
大
学
鷹
陵
文

化
叢
書

5
、
思
文
閣
出
版
、
平
成

13
年
)

1

一
参
照
。

②

類
林
雑
説

一
孝
友
篇
四

に
見
え

る
蛇

の
話
を
示

せ
ば
、
次

の
通
り

で
あ

る

(嘉
業
堂
叢
書
本

に
拠
り
、
陸
氏
十
万
巻
楼
本
影
金
写
本
を
参
照
し
た
)
。

伯
奇
至
孝

、
後
母
嫉
レ
之
、

欲
レ
殺
レ
奇
。

乃
取
レ
蛇
、
密
安

二
瓮
中
ハ

命
レ
奇
圭
視
レ
之
。
圭
年
小
、
見
レ
蛇

乃
驚
。
便
号
叫
走
、
称

二奇
打
フ

我
。
母
問
二
吉
甫
ハ
甫
不
レ
信

…
…
出
孝
子
伝

③

孝
子
伝
図

に

つ
い
て
は
、
注
①
前
掲
拙
著

皿

一
参
照
。

④

拙
稿

「
伯
奇
贅
語

ー
孝
子
伝
図
と
孝
子
伝

1
」

(『
説
話
論
集
』

12
、
清

文
堂
出
版
近
刊
)
参
照
。

⑤

中
国
美
術
全
集
絵
画
編

19
石
刻
線
画

(上
海
人
民
美
術
出
版
社
、

一
九

八
八
年
)
図
版
六
、
七

⑥

奥
村
伊
九
良
氏

「
孝
子
伝
石
棺

の
刻
画
」

(『
茄
瓜
」
4
、
昭
和

12
年
5

月
)
図
版

一
、

二

(同
氏

『
古
拙
愁
眉

支
那
美
術
史

の
諸
相
』
〈
み
す
ず

書
房
、
昭
和
57
年
>

V
、
図
版
2
、
3

に
再
録
)
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⑦

長
廣
敏
雄
氏

『
六
朝
時
代
美
術

の
研
究
』

(美
術
出
版
社
、
昭
和
44
年
)

図
版

43
1
56

⑧

奥
村
伊
九
良
氏

「
鍍
金
孝
子
伝
石
棺

の
刻
画

に
就

て
」

(『
茄
瓜
』
5
、

昭
和

14
年

2
月
)
。
な
お
他

に
も

そ
の
図
版
公
刊

の
例
は
上
げ
得
る
。

⑨

奥
村
氏
注
⑧
前
掲
論
文

⑩

奥
村
氏
注
⑥
前
掲
論
文

の
こ
と
を
指
し

て
い
る
。

⑪

董
黯

の
こ
と
、
ま
た
、
本
図

の
も

つ
問
題

に

つ
い
て
は
、
拙
稿

「
董
黯

贅
語

-
孝
子
伝
図
と
孝
子
伝

1
」

(『
日
本
文
学
』

51

・
7
、
平
成
14
年
7

月
)
を
参
照
さ
れ

た
い
。

⑫

長
廣
氏
注
⑦
前
掲
書
八
章

⑬

眉
間
尺
譚

に

つ
い
て
は
、

拙
著

『
中
世

説
話

の
文
学
史
的
環
境
』

(和

泉
書
院
、
昭
和

62
年
)

H
二
2
参
照
。

⑭

同
様

の
例

と
し
て
、
安
徽
馬
鞍
山
呉
朱
然
墓
伯
瑜
図
漆
盤

に
描
き
加
え

　　
　

ら
れ
た
、

「孝
婦
、
楡
子
、
孝
孫
」
、
後
漢
楽
浪
彩
篋
魏
湯
図

に
描
き
加
え

ら
れ
た

「
侍
郎
、
令
妻
、

令
女
」

(東

野
治
之
氏

「
律
令

と
孝

子
伝

-
漢

籍

の
直
接
引
用
と
間
接
引
用
1
」
〈
『万
葉
集
研
究
』
24
、
平
成

12
年
6
月
〉

参

照
)

な
ど
を
上
げ

る
こ
と
が
出
来

る
。
な
お
西
野
貞
治
氏
が
、
眉
間
尺

譚

の
成
立
史
的
観
点

か
ら
、

「
眉
間
赤
妻
」

の
榜
題
を
伍
子
胥

(
の
妻
)

と
解
釈
さ
れ
た
の
は
、
甚

だ
示
唆
的

な
説
乍

ら
、
当

た
ら
な

い
よ
う

に
思

わ
れ
る

(西
野
氏

「
「
鋳
剣
」

の
素
材

に

つ
い
て
」

〈『
新
中
国
』

3
、
昭

和
32
年

2
月

〉
参

照
)
。

⑮

R
ic
h
a
r
d
S
.
D
a
v
is
,
À

S
to
n
e
S
a
r
co
p
h
a
g
u
s
o
f
W
ei
D
y
n
a
st
y
',

in
T
h
e
B
u
lle
tin
of
T
h
e
M

in
n
ea
p
o
lis
I
n
s
titu
te
of
A
rts
3
7
,
n
o
°

2
3
(J
u
n
e
19
4
8
)
,
p
p
.
1
1
0
-
1
6
°
図
十
七

は
、
洛
陽
市
文
物
局

『
洛
陽
出

土
北
魏
墓
誌
選
編
』
(洛

陽
文

物
与
考
古
、
科
学
出
版
社
、

二
〇
〇

一
年
)

図
版
九

一
に
拠
る
。
図
十
八
は
、
注
⑲
後

掲

『漢
魏
南

北
朝
墓
誌
集
釈
』

巻
十

一
図
版
五
七
九

に
拠
る
。

⑯

E
u
g
en
e

Y
°
W

a
n
g
,

C̀
o
ffin
s

a
n
d

C
o
n
f
u
c
ia
n
is
m

‐

T
h
e

N
o
r
t
h
e
r
n
W
ei
S
a
r
co
p
h
a
g
u
s
in
T
h
e
M
in
n
e
a
p
o
lis
In
s
titu
te
o
f

A
r
ts
',
in
O
r
ie
n
t
a
tio
n
s
3
0
,
n
o
.
6
(J
u
n
e
19
9
9
)
,
p
p
.5
6
-
6
4
.

⑰

李
健
人
氏

『
洛
陽
古
今
談
』

(史
学

研
究
社
、
各
大
書

局
、
民
国

二
十

五

〈
一
九

三
六
〉

年
)
。

洛

陽
市
文

物
管

理
局
、

洛

陽
市
文

物

工
作
隊

『洛

陽
出
土
墓
志
目
録
』

(朝
華
出
版
社
、

二
〇
〇

一
年
)
三
北
魏
幽

(
期
)

参
照
。
但
し
、

同
書

に
、
「
石
存
洛

陽
」

と
す
る
の
は
誤

り
で
あ

ろ
う
。

⑱

郭
玉
堂
氏

『
洛
陽
出
土
石
刻
時
地

記
』

(洛
陽
商
務

印
書

館
、
洛
陽
中

華
書
局
、
民
国
三
十

〈
一
九
四

一
〉
年

)

⑲

趙
万
里
氏

『
漢
魏

南
北
朝

墓
誌
集

釈
』
(科
学
出
版
社
、

一
九
五
六
年
)
。

元
謐
墓
誌
と
魏
書
と
の
比
較

、
墓

誌

の
独
自

の
記
事

な
ど
に

つ
い
て
は
同

書
所
引
、
羅
振
玉
氏

の
遼
居
乙
稿

(
「趙

郡
貞

王
元
謐
墓
誌
跋
」
)

に
詳

し

い
。
な
お
氏

の
遼
居
乙
稿
は
民
国
二
十

(
一
九

三

一
)
年

に
刊
行
さ

れ
て

お
り

(
同
年

正
月

の
首
署

が
あ
る
)、

氏

は
ほ
ぼ
出

土
と
同
時

に
そ
の
墓

誌

に
接
し
た
よ
う

で
、

そ
れ
が
元
謐
墓
誌

に
関
す

る
最
も
早

い
記
述
と
な

っ

て
い
る

の
は
、
流
石
と
言
う

べ
き

で
あ
る
。

末
尾

に
、

「此

誌
今
在

二上
海

估
人
手
の
外
間
未
レ
見
二
伝
本

一也
」
と
あ
る

(
外
間
は
、

世
間

の
こ
と
)
。

参
考
ま

で
に
元
謐
墓
誌

の
銘
文
を
示
せ
ば
、

次

の
通
り

で
あ
る
。

大
魏
故
使
持
節
征
南
将
軍
侍
中
司
州
牧
趙

郡
貞
景
王
誌
銘

君
諱
謐
、
字
道
安
、
河
南
洛
陽
人
也
。
太
祖
献
文
皇
帝
之
孫
。
考
使
持

節
車
騎
大
将
軍
、
都
督
中
外
諸
軍
事
、
特
進
司
州
牧
、

趙
郡
王
之
世
子
。

帝
緒
綿
宗
、
備
聞
於
金
経
。
瓊
枝
宝
茂
、
騰
芳
於
玉
牒
。
世
載
高

範
、

義
光
実
鐐
、
鐫
石
図
徽
、
刊
茲
烋
烈
。
其
詞
日
、

皇
矣
締
構
、
悠
哉
綿
飃
、
有
命
自
天
、
載
懐
明
哲
。
且
君
且
王
、

廼
神

廼
傑
、
如
彼
諸
姫
、
世
済
芳
烈
。
周
公
之
胤
、
有
凡
有
葬
、
昭
昭
我
王
、

騰
風
邁
響
。
豈
伊
内
潤
、
亦
惟
外
朗
、
爰
初
矯
翩
、
陵
虚
迅
上
。
言
瞻

拝
後
、
爰
自
亀
蒙
、
執
玉
茲
礼
、
飲
酎
斯
恭
。
来
朝
粛
粛
、
在
廟
雍
雍
、
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白
垳
朱
絨
、
委
他
有
客
。
冠
冤
称
珍
、
於
斯
得
人
、
令
望
令
問
、
載
楢

載
薪
。
蜷
然
西
顧
、
駕
此
朱
輪
、
式
清
氓
俗
、
克
静
風
塵
。
帝

日
欽
哉
、

唯
民
重
食
、
以
徳
以
親
、
作
乎
農
棘
。
我
吝
出
内
、
匪
求
彫
飾
、
思
媚

一
人
、
労

心
尽
力
。
在
昔
元
榿
、
唯
允
納
言
、
翻
飛
建
礼
、
如
彼
翔
鵁
。

循
途
未
極
、
中
路
摧
轅
、
国
沈
梁
棟
、
家
喪
礇
蟠
。
長
捐
高
寝
、
永
即

泉
宮
、
文
物
備
典
、
礼
数
加
隆
。
宛
其
若
此
、
何
始
何
終
、
第
銘
玄
石
、

敬
累
清
風
。

正
光
五
年
歳
次
甲
辰
閏

二
月
壬
午
朔
三

日
甲
申
葬

⑳

黄
明
蘭
氏

『
洛
陽
北
魏

世
俗
石
劾
線
画
集
』

(
人
民
美
術
出
版
社

、

一

九
八
七
年
)

⑳

中
国
画
像
石
全
集

8
石
刻
線
画

(中
国
美
術
分
類
全
集
、
河
南
美
術
出

版
社
、

二
〇
〇
〇
年
)

⑳

参
考
ま

で
に
、
注
⑳
前
掲
中
国
画
像
石
全
集

8
石
刻
線
画
、
図
版
説
明

63
の
榜
題
説
明
を
次

に
示
す
。

毎
鷙
刻

孝
行
故
事
六
幅
、

均
有
榜
題
。
左
幇
為

『
丁
蘭
事
木

母
』
、

『
韓
伯
余
母
与
杖
和
顔
』
、
『
孝
子
郭
巨
賜
金

一
釜
』
、
『
孝
子
閔
子
騫
』
、

『
眉
間
赤

妻
』
、
『
眉
間
赤
与

父
報
酬

(仇
)
』
、
右
幇
有

『
孝
子
伯
奇

母
赫
児
』
、
『
孝
子
伯
奇
耶
父
』
、
『
孝
子
董
永
篤
父
贖
身
』
、
『
老
莢
子

年
受
百
歳
哭
内
』
、
『
母
欲
殺
舜
焉
得
活
』
、
『
孝
孫
棄
祖
深
山
』

右

の
記
述

に
は
混
乱
、
誤
り
が
目
立

つ
。
ま
ず
、
帑

の
左
右
が
間
違

っ
て

い
る
の
は
、
黄
明
蘭
氏
注
⑳
前
掲
書

の
図
版

で
な
く
、

そ
の
説
明
文
を
用

い
た
た

め
で
あ

ろ
う
。
次

に
、
「
韓
伯
余
母
与
杖
和
顔
」
は
、
「
韓
伯
余
母

与
丈

和
弱
」

が
正
し

い

(図

二
参

照
)
。

「
孝
子
董

永
篤
父
贖
身

」

は
、

「
孝
子
董
儖

与
父
犢
居
」

で
あ
る

(図
九
参

照
。

因
み

に
、

ユ
ー
ジ

ン

・

Y

・
ワ
ン
氏
注
⑯
前
掲
論
文
も
、
本

図
を
董
永

U
。
茜

磯
8

σq
の
こ
と
と

解

す
る
。

注
⑪
前
掲
拙
稿
参

照
)
。
ま
た
、

「
老
莢
子
年
受
百
歳
哭
内

」
、

「
母
欲
殺
舜
焉
得
活
」
も
黄
明
蘭
氏
説
を
踏
襲
す

る

(図
十
、
十

一
参
照
)
。

さ

ら
に

「孝

孫
棄
祖
深
山
」

は
、

「
孝
孫
棄
父
深
山
」

が
正
し

い

(図
十

二
参
照
)
。

⑳

奥
村
氏
注
⑧
前
掲
論
文
。
図
版
十
九
、

二
十
は
、

中
国
美
術
全
集
絵

画

編

19
石
刻
線
画

に
拠
る
。

⑳

孝
行
集

に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
静
嘉
堂
文

庫
蔵
孝
行
集
」

(
『愛
知
県

立

大
学
文
学
部
論
集

(
国
文
学
科
編
)
』

39
、
平
成

3
年

3
月
)
及
び
、

拙

著

『
中
世
説
話

の
文
学
史
的
環
境

続
』
(和

泉
書
院

、
平
成

7
年
)

1
三

参
照
。

⑳

西
野
貞
治
氏

「
陽
明
本
孝
子
伝
の
性

格
並

に
清
家

本
と
の
関
係

に

つ
い

て
」

(『
人
文

研
究
』

7

・
6
、

昭
和
31
年

7
月
)
。

な
お
ボ

ス
ト

ン
美
術

　　
　

館
蔵
北
魏
石
室

の
董

晏
図

に
つ
い
て
、
後
掲

の
郭
建

邦
論
文

以
下
、
黄

明

蘭
氏
注
⑳
前
掲
書
解
説
6
頁
、
注
⑳
前

掲
中

国
画
像

石
全
集

8
図
版
説

明

9
、
ま
た
、
加
藤
直

子
氏

「
魏
晋
南

北
朝
墓

に
お
け
る
孝

子
伝

図
に

つ
い

て
」

(『
東
洋

美
術
史
論
叢
』

〈雄

山
閣
出
版
、
平
成

11
年
〉
所
収
。
本
論

文
は
注
番
号
が
本
文

と
合
わ
ず
、

理
解

し
辛

い
)

一
2
な
ど
に
、
漢
書
東

方
朔
伝
等

に
記
さ
れ
る
董
偃
と
館
陶
公
主

の
話
と
し

て
説
明
さ
れ
る
の
は
、

失
考
と
す

べ
き

で
あ
る
。

⑳

注
⑪
前
掲
拙
稿

⑳

奥
村
氏
注
⑥
前
掲
論
文

⑱

長
廣
氏
注
⑦
前
掲
書

⑳

例
え
ば

川
口
久
雄
氏
は
、

「私

が
ボ

ス
ト

ン
で
み
た
時

に
は
、
富

田
氏

に
よ
り

ト

U゚
°
詔
刈
年

の
製

作
と
題

し

て
あ

っ
た
が
、
最
近

時
代
が
も

っ

と
後
だ
と

い
う
説
が
あ
る
。
た
ぶ
ん
そ
う

で
あ
ろ
う
、
し
か
し
、
説
話

の

上
か
ら
、

こ
の
時
代

に
こ
う
し
た
説
話
画
が

で
き
る

こ
と
に
不

審
は
な
い

よ
う

に
思

う
」

と
言
わ
れ

る

(
同
氏

『
敦
煌

と
日
本

の
説
話
』

〈敦
煌

よ

り

の
風
2
、
明
治
書
院
、
平
成
11
年
>
H
二
。
初
出
昭
和
45
年
)
。

⑳

郭
玉
堂
氏
注
⑱
前
掲
書
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⑳

郭

建

邦

氏

「
北

魏

寧

懋

石

室

和

墓

志

」

(『
河

南

文

博

通

訊

』

80

・
2
、

一
九

八

〇

年

6

月

)
、

同

氏

『
北

魏

寧

懋

石

室

線

刻

画

』

(人

民

美

術

出

版

社

、

一
九

八

七

年

)
。

図

二
十

一
は

、

同

書

に

拠

る

。

参

考

ま

で

に
、

寧

懋

墓

誌

の
銘

文

の
試

読

を

示

せ

ば

、

次

の
通

り

で
あ

る

(郭

建

邦

氏

前

掲

書

六

浅

釈

、

注

⑮

前

掲

『
洛

陽

出

土

北

魏

墓

誌

選

編

』

孝

昌

四

一
等

を

参

照

し

た

)
。

魏

故

横

野

将

軍

甄

官

主

簿

寧

君

墓

誌

.

君

諱

懋

、

字

阿

念

、

済

陰

人

也

。

其

先

五

世

属

口

。

秦

漢

之

際

、

英

豪

競

起

、

遂

爾

離

邦

、

遥

寓

西

涼

。

既

至

皇

魏

、

祐

之

遐

方

。

慕

化

父

興

、

以

西

域

夜

陋

、

心

恋

本

郷

、

有

意

東

遷

、

即

便

還

国

、

居

住

恒

代

、

定

隆

洪

業

。

君

志

性

澄

静

、

湛

若

水

鏡

、

少

習

三

墳

、

長

崇

典

、

孔

子

百

家

、

覩

而

尤

練

。

年

卅

五

、

蒙

獲

起

部

曹

通

事

郎

。

在

任

虔

恭

、

朝

野

祗

粛

。

至

太

和

十

三

年

、

聖

上

珍

徳

、

転

補

山

陵

軍

将

。

撫

導

恤

民

、

威

而

不

猛

、

矜

貧

恵

下

、

黎

庶

釈

心

。

至

太

和

十

七

年

、

高

祖

孝

、

遷

都

中

京

、

定

鼎

伊

洛

、

営

構

台

殿

、

以

康

永

祀

。

復

簡

授

右

営

戍

極

軍

主

。

宮

房

既

就

、

汎

除

横

野

将

軍

、

甄

官

主

簿

。

天

不

報

善

、

殲

此

愨

。

春

秋

卅

有

八

、

景

明

二
年

、

遇

疾

如

喪

。

妻

榮

陽

鄭

児

女

。

太

武

皇

時

、

蒙

授

散

常

侍

。

鄭

児

女

遺

姫

以

去

。

孝

昌

三

年

正

月

六

日
喪

。

以

今

十

二
月

十

五

日
、

葬

於

北

芒

口

和

郷

。

刊

石

立

銘

、

以

述

景

行

○

K
o
jir
o

T
o
nv

ita
,

À

C
h
in
e
se

S
a
c
r
ifica
l
S
to
n
e

H
o
u
s
e

o
f

S
ix
t
h

C
e
n
tu
r
y

A
.D
.',
in

B
u
llet
in

of

th
e
M

u
se
u
m

of
F
in
e

A
r
ts
4
0
,
n
o
.
2
4
2

(D
ec
em

b
e
r
,1
9
4
2
)
,
p
p
.
9
8
-
1
10
.

⑳

富

田
氏

は
董

晏

に

つ
い

て
、

次

の

よ

う

に
言

わ

れ

て

い

る
。

T
h
e

s
ce
n
e

o
n

t
h
e

lo
w
e
r

h
a
lf
o
f
t
h
e

w
a
ll
is

in
s
cr
ib
e
d

w
ith

th
e
le
g
e
n
d

"T
u
n
g

Y
e
n
's
m

o
th
e
r
c
o
n
v
e
r
sin
g

w
ith

W

a
n
g
C
h
i's
m
o
t
h
er
"

(T
h
e
ch
a
ra
ct
er
y
e
n
in
t
h
e
in
s
c
rip
-

t
io
n

d
iffe
r
s

fr
o
m

a
n
o
th
e
r

o
f

th
e

s
a
m

e

so
u
n
d

w
ith

w
h
i
c
h

t
h
e

n
a
m

e

T
u
n
g

Y
e
n

is

u
s
u
a
ll
y

w
r
it
t
e
n
.
T
h
e
r
e

a
r
e

s
e
v
e
r
a
l
i
n
a
c
c
u
r
a
t
e
ly

w
r
it
t
e
n

c
h
a
r
a
c
t
e
r
s

a
m

o
n
g

t
h
e

t
i
t
le
s

t
h
a
t

a
c
c
o
m

p
a
n
y

t
h
e

s
c
e
n
e
s

o
f

f
il
ia
l

p
i
e
t
y
,

d
u
e

p
e
r
h
a
p
s

t
o

t
h
e

i
g
n
o
r
a
n
c
e

o
f

t
h
e

s
t
o
n
e

c
a
r
v
e
r

w

h
b

c
o
p
i
e
d

t
h
e
m

f
r
o
m

t
h
e
o
r
i
g
in
a
l
d
r
a
f
t
)
.
T
u
n
g

Y

e
n

(
f
ir
s
t

t
o

s
e
c
o
n
d

c
e
n
t
u
r
y
)

w
a
s

a

d
u
t
i
f
u
l

s
o
n

t
o

h
i
s

m

o
t
h
e
r
.

T
h
e

m

o
t
h
e
r

o
f

a

n
e
ig
h
b
o
r

b
y

t
h
e

n
a
m

e

o
f

W

a
n
g

C
h
i

r
e
m

o
n
s
t
r
a
t
e
d

w
i
t
h

h
e
r

s
o
n

f
o
r

h
is

c
a
r
e
le
s
s

b
e
h
a
v
i
o
u
r
,

p
o
in
t
i
n
g

o
u
t

T
u
n
g

Y
e
n
's

d
e
v
o
t
io
n

t
o

h
i
s

m

o
t
h
e
r
°

A
n
g
e
r
e
d

b
y

t
h
i
s

u
n
f
a
v
o
r
a
b
le

c
o
m

p
a
r
is
o
n

w
i
t
h

t
h
e

e
x
e
m

p
la
r
y

s
o
n
,
W

a
n
g

C
h
i
w
e
n
t
t
o

T
u
n
g
's
h
o
u
s
e

w
h
i
le

h
e
w

a
s

a
b
s
e
n
t

f
r
o
m

h
o
m

e

a
n
d

in
s
u
l
t
e
d

T
u
n
g
's
m

o
t
h
e
r
°

L
a
t
e
r

w
h
e
n

d
e
a
t
h

c
a
m

e

t
o

h
is

m

o
t
h
e
r
,

T
u
n
g

Y
e
n
,

r
e
m

e
m

b
e
r
i
n
g

t
h
e

u
n
h
a
p
p
y

i
n
c
id
e
n
t
,
k
il
le
d

W

a
n
g

C
h
i
,

a
n
d

a
f
t
e
r

o
f
f
e
r
i
n
g

t
h
e

h
e
a
d

a
t
h
e
r

g
r
a
v
e
,
g
a
v
e
h
i
m

s
e
l
f

u
p

t
o

t
h
e

a
u
t
h
o
r
i
t
i
e
s
.
T
h
e

E
m

p
e
r
o
r

H

o

T
i
,
h
o
w
e
v
e
r
,

n
o
t
o
n
l
y

p
a
r
d
o
n
e
d

T
u
n
g

Y

e
n
's
g
u
il
t
b
u
t
a
p
p
o
in
t
e
d

h
i
m

t
o

a
n

o
f
f
ic
ia
l
p
o
s
t

w
h
i
c
h

h
e

d
e
c
l
in
e
d
.
W

it
h
in

e
a
c
h

o
f

t
h
e

h
o
u
s
e
s
,
d
i
a
g
o
n
a
l
l
y

f
a
c
i
n
g

o
n
e

a
n
o
t
h
e
r
,
s
it

r
e
s
p
e
c
-

t
i
v
e
ly

t
h
e

m

o
t
h
e
r

o
f

T
u
n
g

Y
e
n

a
n
d

t
h
e

m

o
t
h
e
r

o
f

W

a
n
g

C
h
i
,
e
n
g
a
g
e
d

i
n

c
o
n
v
e
r
s
a
t
i
o
n
.
T
u
n
g

Y

e
n

s
t
a
n
d
s

b
e
t
w

e
e
n

t
h
e
m

,

w

h
il
e

t
w

o

s
e
r
v
a
n
t
s

a
r
e

s
e
e
n

a
p
p
r
o
a
-

t
h
i
n
g
,
o
n
e
f
r
o
m

t
h
e

c
o
r
n
e
r
o
f
e
a
c
h

h
o
u
s
e
.

　　
　

但
し
、
当
石
室

の
董
晏
図

(図
十
九
下
)

に
関
し

て
、
黯
母
と
奇
母

は
と

も

か
く
、
中
央

に
立

っ
て
い
る
人
物
を
董
黯
、
両
端

の
二
人
を
従
者
と
す

る
の
は
当

た
ら
な
い
。
中
央

の
人
物

は
王
奇
、
右
端

は
董
黯
、
左
端

が
侍

女

で
あ
る

(注
⑪
前
掲

拙
稿
参
照
)
。

氏

の
拠
ら

れ
た
董

黯
譚

の
出
典

は
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不

明
で
あ
る
が
、

お
そ
ら
く
純
徳
彙
編
辺
り

か
と
思

わ
れ

る
。

そ
し

て
、

西
野
貞
治
氏
も
指
摘

さ
れ
た
よ
う

に

(
西
野
氏
注
⑳
前
掲
論
文

)
、
陽
明

　　
　

本
孝

子
伝

を
用
い
な
い
限
り
、
当
石
室

の
董
晏
図

は
説
明
出
来
な

い
の
で

あ
る
。
な
お
、
ボ

ス
ト

ン
美
術
館

は
現
在
、

当
石
室
を

「
北
魏
時
代

六

世
紀

」

の
も

の
と

し
、

「
正
面

の
番
人

の
横

に
は
銘
文

が
あ
り
…
…

一
緒

に
発
見

さ
れ
た
墓
碑
銘

と
の
関
連

を
指
摘
す

る
向
き
も
あ

る
。

そ
の
墓
碑

銘

は
、
五

二
七
年

に
没
し
た
寧
懋

と
い
う
役
人

の
生
前

の
活
動
を
記
録
し

た
も
の
で
あ
る
が
、

正
面

の
銘
文

の
仕
上
げ

は
粗
く
、
追
刻
と
も
考
え

ら

れ
る
」

と
説

明
し
て
い
る

(ボ

ス
ト
ン
美
術
館
東
洋
部

『
ボ

ス
ト
ン
美
術

館
東
洋
美
術
名
品
集
』

搬
、

ボ

ス
ト
ン
美
術
館
、

一
九
九

一
年
)
。

⑭

注
⑲
前
掲

『
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
集
釈
』
巻
六
図
版

二
六

二

⑳

「掲
露
美
帝
国
主
義

一
貫
掠
奪
我
国
文
物
的
無
恥
罪
行
」

(『文
物
』
60

・

4
)
、

「掲
露
美
帝

一
貫
劫
奪
我
国
文
物
的
罪
行
」

(『
考
古
』

60

・
4
)
等
。

な
お
こ
れ
ら
は
当
石
室

を
五

二
九
年

の
も

の
と
し
て
い
る
。

⑳

注
⑳
参

照
。

さ
ら
に
郭
建
邦
論
文

に
関
し

て
は
、
胡
順
利
氏

「
北
魏
寧

懋
墓
志
釈
補
」

(
『中
原
文
物
』

81

・
1
、

一
九

八

一
年
三
月
)
が
出
さ
れ
、

そ
れ
に
応

え
た
、
郭
建
邦
氏

「
北
魏
寧
懋
墓
志
再
釈

i
答
胡
順
利
同
志
」

(『
中
原
文
物
』

81

・
2
、

一
九
八

一
年
六
月
)

な
ど
も
あ

る
。

⑳

黄

明
蘭

氏

「従
洛
陽
出
土
北
魏
石
棺
和
石
棺
床
看
世
俗
芸
術
中
的
石
刻

線
画
」

(
『中
原
文
物
』

84

・
1
、

一
九

八
四
年

三
月
)

⑱

西
野
氏

注
⑳
前
掲
論
文

⑳

奥
村
氏

注
⑥
前
掲
論
文

⑩

奥
村
氏

注
⑧
前
掲
論
文

⑪

奥
村
氏

注
⑧
前
掲
論
文
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